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（平成27年９月末日現在）

●人　口　32,279人（対前月＋３人）

　　　　   （男／ 15,449人　女／ 16,830人）
●世帯数　11,456世帯（対前月＋21世帯）

　　 ７日（土）

11月 １日（日）

　　 15日（日）～23日（月・祝）

元気かんざき市民交流祭
神埼市子どもまつり

神埼市『教育の日』

『九年庵』秋の一般公開　

平日　８：30 ～ 17：15

　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

国民健康保険税（６期）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組

　毎月第３・４週

　８：30 ～、12：30 ～、17：45 ～、21：35 ～

・「ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～

　
10
月
12
日
、
高
志
神
社
で
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
、

伝
統
の
「
高
志
狂
言
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
志
狂
言
は
、
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
、

２
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
境
内
に
設

け
ら
れ
た
能
舞
台
で
は
、
同
保
存
会
の
森
良
文
さ

ん
と
島
信
秀
さ
ん
が
、
柿
を
盗
も
う
と
す
る
山
伏

と
、
柿
の
持
ち
主
と
の
や
り
と
り
を
描
い
た
「
柿

山
伏
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
狂
言
な
ら
で
は
の
立

ち
振
る
舞
い
や
言
い
回
し
に
、
会
場
か
ら
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
千
代
田
中
部
小
学
校
の

田
中
龍
太
く
ん
、
田
中
啓
太
く
ん
、
豊
福
希
未
さ

ん
の
３
人
が
、
主
人
か
ら
桶
に
入
っ
て
い
る
毒
薬

の
見
張
り
を
頼
ま
れ
た
使
用
人
が
、
実
は
中
身
が

砂
糖
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
食
べ
て
し
ま
う
と
い

う
「
部
須
」
を
、
軽
妙
な
語
り
口
と
息
の
合
っ
た

動
き
で
演
じ
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙

「
高
志
狂
言
」
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中
学
校
生
活
も
半
分
が
終
わ
り
ま
し
た
。
部
活

と
大
好
き
な
書
道
の
両
立
は
大
変
で
す
が
、
が
ん

ば
っ
て
き
た
か
い
が
あ
っ
て
自
分
な
り
の「
神
埼
」

を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
受
験
も
あ
る
け
れ
ど
、
書
道
を
続
け
、

さ
ら
に
上
手
く
書
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
で
す
。

市
政
10
年
目
に
あ
た
り
課
題
を
考
え
る
⑨
／
夜
の

市
長
室
／
市
長
交
際
費
の
公
表 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

４

地
域
を
守
る
消
防
団
！ 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

６

財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

８

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
／
平
成
28
年
度

保
育
園
へ
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す 

�⋮
⋮
⋮

12

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
冬
休
み
入
会
の
申
し
込
み
が

始
ま
り
ま
す
／
お
ゆ
ず
り
会
／
仕
事
や
生
活
の
悩

み
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

13

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
／
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し

ま
す
／
還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

14

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
へ
／
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
＂
通
知
カ
ー
ド
＂
が
送
付
さ
れ
ま
す

／
野
焼
き
は
周
囲
の
迷
惑
に
な
り
ま
す 

�⋮
⋮

15

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
選
択
で
き
ま
す
／
介
護

保
険
料
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
／
く
ら
し
に

役
立
つ
「
相
続
税
と
贈
与
税
」
の
お
は
な
し
／
ま

ち
づ
く
り
市
民
活
動
支
援
事
業 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

16

吉
田
絃
二
郎
生
誕
１
３
０
年
祭
／
神
埼
市
歴
史
ま

ち
づ
く
り
遺
産
「
汐
取
り
行
事
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

17

神
埼
市
青
少
年
育
成
だ
よ
り 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

18

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

19

物
産
館
で
神
埼
の
秋
を
見
つ
け
よ
う 

�⋮
⋮
⋮

20

水
車
の
里
遊
学
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
い
き
い
き
大
学

／
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
売
開
始 

�⋮
⋮
⋮
⋮

21

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
イ
ム
／
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
行
事

予
定
表
／
直
鳥
ク
リ
ー
ク
公
園
ま
つ
り 

�⋮
⋮

22

つ
ま
み
食
い
講
座 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

23

公
民
館
だ
よ
り 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

24

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

25

健
康
コ
ラ
ム
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
／

お
む
す
び
チ
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ 

�⋮
⋮
⋮

26

こ
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
／
日
曜
祝
日
在
宅
当
番

医
／
か
る
が
も
ラ
ン
ド
開
催
し
ま
す 

�⋮
⋮
⋮

27

情
報
板 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

28

相
談 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

31

大
事
な
人
と
い
つ
ま
で
も
⋮ 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

32

国
民
年
金
保
険
料
「
５
年
の
後
納
制
度
」
開
始

／
Ｆ
Ｍ
佐
賀 
Ｍ
Ｙ 

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ 

神
埼 

�⋮
⋮
⋮

33

行
政
ト
ピ
ッ
ク
ス 
�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

34

町
民
体
育
大
会
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
／
千
代
田

町
内
・
脊
振
町
内
の
小
中
学
校
へ
寄
贈 

�⋮
⋮

35

ま
ち
の
話
題 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

36

趣
味
あ
い
あ
い 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

38

九
年
庵
秋
の
一
般
公
開
／
文
芸
コ
ー
ナ
ー 

�⋮

39

神
埼
食
彩 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

40

11 

月
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子
ど
も
た
ち
に
貴
重
な
体
験

　

今
月
は
、
神
埼
市
と
諸
外
国
と
の
関

係
に
つ
い
て
の
“
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か

ら
”
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
一
に
、
中
国
山
西
省
太
原

市
に
あ
る
山
西
大
学
附
属
中
学
校
と
脊

振
中
学
校
の
交
流
は
、
昭
和
63
年
に
中

国
か
ら
ス
ッ
ポ
ン
養
殖
技
術
の
研
修
に

来
日
し
た
李
三
虎
氏
と
の
出
会
い
が
脊

振
村
で
あ
り
、
帰
国
に
際
し
て
李
三
虎

の
み
が
気
付
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
に
対

し
て
、
私
は
中
国
を
訪
問
し
た
卒
業
生

を
対
象
に
、
今
日
ま
で
の
仕
事
や
日
常

生
活
の
中
で
、
訪
中
体
験
が
生
か
さ
れ

た
こ
と
、
ま
た
良
か
っ
た
、
た
め
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
を

調
査
す
る
よ
う
に
指
示
い
た
し
ま
し
た
。

仏
・
ボ
ー
ク
ー
ル
市
を
訪
問

　

第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
ボ
ー
ク
ー

ル
市
と
の
交
流
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
冒

険
飛
行
家
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ャ
ピ
ー
氏
が
、

昭
和
11
年
11
月
19
日
に
脊
振
山
頂
付
近

で
墜
落
・
遭
難
し
た
と
こ
ろ
を
脊
振
村

民
が
救
助
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
遭
難
事
故
か
ら
ち
ょ
う
ど
60
年
後

の
平
成
８
年
10
月
27
日
に
当
時
の
脊
振

村
と
ボ
ー
ク
ー
ル
町
と
の
間
で
「
友
好

姉
妹
都
市
提
携
盟
約
書
」
が
取
り
交
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、「
文
化
経
済
の
交
流
を
通
じ

て
両
町
村
間
の
相
互
理
解
と
友
好
を
深

め
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
さ
ら
に
親
善

を
増
進
し
、
も
っ
て
両
国
の
平
和
と
地

域
の
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
を
希
望
す

る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
脊
振
村

で
は
、
平
成
13
年
に
訪
仏
す
る
直
前
に
、

９
・
11
事
件
（
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ

ロ
）
が
発
生
し
、
中
止
さ
れ
た
経
緯
が
あ

り
、
そ
の
後
は
、
町
村
合
併
な
ど
か
ら
交

流
は
途
絶
え
た
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
夏
頃
に
、
ボ
ー
ク
ー
ル
市

長
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、“
友
好
姉

妹
都
市
の
締
結
を
し
て
い
る
脊
振
村
か

ら
の
応
答
が
全
く
無
い
”
と
の
発
信
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
驚
き
と

同
時
に
不
安
か
ら
、
早
速
、
外
務
省
を

訪
れ
、
国
の
体
面
を
損
な
わ
な
い
よ
う

に
そ
の
対
応
に
つ
い
て
尋
ね
、
指
導
を

願
い
、
昨
年
の
高
松
市
開
催
の
「
日
仏

自
治
体
交
流
会
議
」
に
参
加
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
会
議
に
、
ボ
ー

ク
ー
ル
市
か
ら
セ
ド
リ
ッ
ク
・
ペ
ラ
ン

市
長
は
じ
め
ジ
ャ
ピ
ー
家
の
皆
さ
ま
が

来
日
さ
れ
、
引
き
続
き
神
埼
市
を
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
模
様
は
市
報
か
ん

ざ
き
２
０
１
４
年
12
月
号
で
既
に
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

私
を
含
め
６
人
で
、
先
月
25
日
か
ら

ボ
ー
ク
ー
ル
市
を
訪
問
し
、
ア
ン
ド
レ
・

ジ
ャ
ピ
ー
氏
の
墓
前
に
参
り
、
相
互
の

交
流
の
在
り
方
を
提
案
協
議
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
も
両
市
の「
縁
」や「
絆
」

を
大
切
に
友
好
関
係
を
継
続
し
て
行
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
相
互
確
認

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後

日
、
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

神
埼
市
と
ボ
ー
ク
ー
ル
市
と
の
か
か
わ

り
は
、
人
の
心
温
ま
る
非
常
に
稀
な
つ

な
が
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
心
を

▲脊振中学校での交流の様子

市
政
10
年
目（
節
目
）に
あ
た
り
課
題
を
考
え
る 

⑨

　

国
際
交
流
事
業（
中
国
・
フ
ラ
ン
ス
・
韓
国
と
の
交
流
充
実
）

市
長
　
松
本
　
茂
幸

氏
が
「
脊
振
中
学
生
と
地
元
の
中
学
生

と
の
子
供
交
流
が
で
き
れ
ば
良
い
な
！
」

と
の
提
案
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
中

学
生
隔
年
訪
問
の
交
流
事
業
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
昨
年
、
生
徒
６
人
と
校
長
ほ
か

11
人
の
訪
問
団
長
と
し
て
中
国
山
西
省

太
原
市 

山
西
大
学
附
属
中
学
校
を
訪
問

し
ま
し
た
。
学
校
の
規
模
は
驚
く
ほ
ど

の
大
き
さ
で
、
生
徒
数
は
約
２
，０
０
０

人
の
マ
ン
モ
ス
校
で
、
学
習
設
備
は
完

璧
な
ほ
ど
整
っ
て
お
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
徹
底
し
た
英
才
教
育
が
行
わ
れ
て

い
る
現
場
を
見
て
来
ま
し
た
が
、
教
育

の
在
り
方
と
し
て
は
如
何
な
も
の
か
は

分
か
ら
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

　

一
方
、
子
ど
も
と
そ
の
家
族
と
の
ホ
ー

ム
ビ
ジ
ッ
ト
交
流
で
は
、
学
校
教
育
と

は
異
な
っ
た
分
野
の
体
験
学
習
が
行
わ

れ
、
お
金
で
は
求
め
ら
れ
な
い
貴
重
な

体
験
が
得
ら
れ
、
子
ど
も
の
知
識
、
心

情
な
ど
の
発
育
に
与
え
る
影
響
は
測
り

知
れ
ま
せ
ん
。
交
流
効
果
は
、
訪
問
し

た
子
ど
も
た
ち
の
人
生
に
お
い
て
発
現

し
、
長
い
人
生
時
間
の
経
過
上
で
本
人
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大
切
に
伝
え
続
け
、
地
域
の
誇
り
と
し

て
、
ま
す
ま
す
交
流
を
深
め
て
行
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

第
三
に
、
韓
国
と
の
交
流
で
す
が
、

千
字
文
と
論
語
10
巻
を
伝
え
た
百
済
の

国
の
王
仁
博
士
ゆ
か
り
の
地
「
韓
国
全

羅
南
道
霊
岩
郡
」
と
神
埼
市
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
は
、
市
報
か
ん
ざ
き
２
０

１
１
年
12
月
号
お
よ
び
２
０
１
５
年
６

月
号
そ
の
他
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
か
ね
て
か
ら

神
埼
中
学
校
お
よ
び
千
代
田
中
学
校
に

お
い
て
も
国
際
交
流
に
つ
い
て
教
育
の

機
会
を
与
え
る
べ
く
そ
の
交
流
姉
妹
校

を
模
索
し
て
お
り
、
今
年
８
月
に
教
育

長
と
神
埼
中
学
校
長
、
千
代
田
中
学
校

長
が
韓
国
霊
岩
郡
を
訪
れ
、
交
流
を
打

診
し
た
と
こ
ろ
、
意
気
投
合
さ
れ
喜
ん

で
応
諾
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
よ
っ

て
、
霊
岩
郡
内
の
朗ラ
ン

洲ジ
ュ

中
学
校
と
神
埼

中
学
校
が
、
三サ
ム

湖ホ

西ソ

中
学
校
と
千
代
田

中
学
校
と
が
と
も
に
そ
の
友
好
姉
妹
校

と
し
て
の
交
流
が
始
ま
る
機
運
が
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
も
進
捗
を
見
て
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

以
上
、
こ
れ
ま
で
の
市
に
お
け
る
外

国
と
の
交
流
を
記
述
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
の
国
際
交
流
の
在
り
方
、
交
流

に
ど
ん
な
意
義
を
持
っ
て
臨
む
べ
き
か

を
私
な
り
に
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
承
り
、
よ
り
良
い
交
流
が
で
き
れ

市長交際費の公表
（平成27年７月～９月分）

項目 件数 支出額（円）
弔　慰 0 0

御　祝 30 90,000

激　励 ２ 6,000

会　費 0 0

見舞い 0 0

その他 ３ 13,816

計 35 109,816

ば
と
思
い
ま
す
。

精
神
的
交
流
と
経
済
的
交
流

　

国
際
交
流
に
は
大
き
く
二
つ
に
区
分

が
で
き
、
心
の
精
神
的
交
流
と
貨
幣
価

値
の
経
済
的
交
流
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

第
一
の
精
神
的
交
流
に
お
い
て
は
、

特
に
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
体
験

を
通
し
て
、
日
本
と
の
違
い
を
知
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
の
中
で
、

自
己
の
立
つ
位
置
を
自
覚
さ
せ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
子
ど
も
た

ち
は
日
本
の
こ
と
（
伝
統
や
文
化
、
歴

史
な
ど
真
の
日
本
文
化
）
を
広
く
学
ん

で
交
流
に
臨
む
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
備
知
識
と
し
て
学
習
の
中
で
習
得
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
経
済
的
交
流
は
、
相
互
の
商

品
の
紹
介
的
交
流
か
ら
市
内
の
農
産
物

は
じ
め
加
工
品
な
ど
の
販
売
促
進
、
流

通
・
販
路
拡
大
が
で
き
、
市
内
の
活
性

化
を
図
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
折
し
も
、
山
口
知
事
は
県
内
物

産
の
販
路
を
広
く
世
界
に
求
め
る
べ
く

県
政
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
と

し
て
も
同
調
し
、
積
極
的
に
交
流
事
業

を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

精
神
的
交
流
と
経
済
的
交
流
が
効
果

を
相
乗
し
、
ひ
い
て
は
「
元
気
・
か
ん

ざ
き
」
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
標
に
国
際

交
流
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

夜の市長室 どんなことでも構いません。
　皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　市長公室　秘書広報係
　　　　　　　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

11月４日（水） 千代田支所

12月１日（火） 脊振支所
18：00～ 20：00（１組30分程度）

※当日は来庁順で受け付けを行いま
す（１組30分程度）。

※お住まいの地区に関係なくお越し
いただけます。

※11月分は日程が不規則となってい
ます。

10月分の神埼市役所開催分には、６組10人が来庁されました。

▲アンドレ・ジャピー氏の親族にあたる
　ニコラ・ジャピー氏（右端）とそのご家族

▲霊岩郡からの訪問団歓迎の様子
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地域を守る消防団！
～平成28年度　消防団員募集～

　神埼市では、1,000人の団員が地域に密着し、市民の安心安全を守っています。地域の
ために、一緒に活動しませんか。

◆
消
防
団
と
は

　

消
防
団
と
は
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、
市
に

設
置
さ
れ
て
い
る
消
防
機
関
で
す
。「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
精
神

で
、
地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
平
常
時
・
緊
急
時
を
問
わ
ず
、
住
民
の

安
全
と
安
心
を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
代
を
超
え
た
団
員

同
士
の
交
流
を
行
う
事
で
団
結
力
を
高
め
、
地

域
住
民
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、「
絆
」
を

も
っ
て
あ
ら
ゆ
る
災
害
で
活
動
す
る
組
織
で
す
。

　

現
在
の
神
埼
市
消
防
団
組
織
は
、
団
本
部
・

ラ
ッ
パ
隊
・
女
性
隊
お
よ
び
地
区
ご
と
に
８
分

団
51
部
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
地
域
を
災
害

か
ら
守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
も
と
、
全
１
，

０
０
０
人
の
団
員
が
在
籍
し
活
躍
し
て
い
ま

す
。

◆
主
な
消
防
団
活
動

・
４
月　

入
退
団
式

・
８
月　

夏
季
訓
練

・
11
月　

秋
の
火
災
予
防
運
動

・
12
月　

年
末
警
戒

・
１
月　

出
初
式

・
３
月　

春
の
火
災
予
防
運
動

※
そ
の
他
、
災
害
発
生
時
に
は
、
現
場
で
の
消

火
を
は
じ
め
、
地
震
や
風
水
害
と
い
っ
た
大

規
模
災
害
発
生
時
の
救
助
・
救
出
、
警
戒
巡

視
、
避
難
誘
導
、

災
害
防
御
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
現

場
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

◆
団
員
の
職
業
・
年
齢
構
成

　

消
防
団
員
の
職
種
は
、
会
社
員
・
公
務
員
・

自
営
業
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
年
齢
も
、
19

歳
か
ら
61
歳
ま
で
と
幅
広
く
、
平
均
年
齢
は
36

歳
で
、
合
計
１
，０
０
０
人
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
女
性
も
23
人
の
方
が
消
防
団
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
仕
事
と
消
防
団
活
動
の
両
立

　

団
員
は
、
仕
事
と
消
防
団
活
動
を
両
立
さ
せ

て
い
ま
す
。
市
内
で
建
物
な
ど
の
火
災
が
発
生

す
る
と
サ
イ
レ
ン
や
メ
ー
ル
で
消
防
団
の
出
動

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
自
分
た
ち
の
仕
事
が
優
先
さ
れ

ま
す
が
、
職
場
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
昼
夜

問
わ
ず
現
場
に
出
動
し
て
い
ま
す
。
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◆
消
防
団
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

【
消
防
団
員
募
集
中
！
】

神埼市消防団６分団

副分団長　松藤　茂さん

地
域
に
な
じ
み
社
会
貢
献

　

消
火
活
動
に
備
え
、
機
械
器
具
点
検
や
水
利

確
認
な
ど
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
火
災
現
場
で

は
恐
怖
心
も
あ
り
ま
す
が
、
被
災
者
や
地
域
の

方
を
思
う
と
、
消
防
団
員
と
し
て
の
意
識
が
強

く
な
り
ま
す
。

　

消
防
団
の
良
さ
は
、
私
の
よ
う
に
神
埼
市
外

か
ら
移
住
し
て
き
た
者
も
地
域
に
な
じ
み
、
社

会
貢
献
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
若
い
世
代
の
方
に

も
ぜ
ひ
、
そ
の
機
会
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

神
埼
市
消
防
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
た
め
に
一
緒
に
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん
の
入
団
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
消
防
団
員
の
待
遇

○
公
務
災
害
補
償

　

公
務
中
に
よ
る
怪
我
の
治
療
費
等
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

○
退
職
報
償
金

 

退
職
金
（
５
年
以
上
の
在
籍
）
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

○
福
祉
共
済
金

　

消
防
業
務
以
外
で
の
死
亡
時
の
弔
慰
金

お
よ
び
入
院
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

○
火
災
共
済
補
償

　

消
防
団
員
が
居
住
す
る
住
宅
や
動
産
が

火
災
等
で
損
害
を
受
け
た
場
合
に
共
済
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

【
消
防
団
協
力
店
を
募
集
中
！
】

　

こ
の
事
業
は
、
佐
賀
県
内
の
店
舗
な
ど
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
、
消
防
団
員
に
対
す
る

優
遇
措
置
を
設
け
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

佐
賀
県
内
に
事
業
所
を
お
持
ち
の
法
人
や
個

人
商
店
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
な
方

で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
協
力
店
に
な
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
協
力
内
容

　

協
力
店
舗
さ
ま
を
消
防
団
員
が
利
用
し
た

場
合
に
、
何
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
佐
賀
県
消
防
協
会
の
対
応

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
常
時
掲
載
（
店

舗
の
紹
介
）、
市
町
消
防
団
へ
の
店
舗
の
紹

介
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
紹
介
、
利
用
促
進
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
県
消
防
協
会　

☎
２
３
‐
５
３
２
２

※入団するには、まずお問い合わせ
ください。

◎問い合わせ
　防災危機管理課　消防交通係
　☎37-0104
　千代田支所　総合窓口課
　☎44-2111
　脊振支所　総合窓口課
　☎59-2111

 
自分たちのまちは

自分たちで守ろう！

訓
練
の
成
果
を
披
露

　

神
埼
市
消
防
団
夏
季
訓
練
が
８
月
30

日
、
筑
後
川
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、
団
員

５
２
４
人
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

分
列
行
進
、通
常
点
検
と
訓
練
が
続
き
、

最
後
の
積
載
車
ポ
ン
プ
操
法
で
は
、
各
分

団
の
代
表
が
指
揮
者
の
号
令
で
火
災
現
場

に
見
立
て
た
火
点
を
目
が
け
放
水
し
、
そ

の
タ
イ
ム
と
規
律
動
作
を
競
い
、団
員
は
、

本
番
さ
な
が
ら
の
機
敏
な
動
作
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
の
雨
で
天
候
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
曇
り
空
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な

団
員
の
熱
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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　市では、市民の皆さんに納めていただいた税金がどのように使われているか、市の財政状況が
どのような状況にあるのかをお知らせするため、財政事情を公表しています。
◎問い合わせ　財政課　財政係　☎37-0101

歳入

自主財
源依

存
財
源

31.6％

68.4％

分担金・負担金
2億9,195万7千円

使用料・手数料
1億6,766万9千円

寄付金、財産、諸収入
3億8,972万9千円

地方交付税
50億9,501万6千円

地方税
32億5,611万1千円

国庫支出金
24億1,953万5千円

地方債
20億2,750万円

県支出金
10億3,867万8千円 繰入金

4億5,320万6千円

繰越金
5億8,148万7千円

地方譲与税
1億4,930万5千円

各種交付金
4億1,004万4千円

財政事情をお知らせします

【平成26年度　一般会計歳入　　決算額　162億8,024万円】

【平成26年度　一般会計歳出　　決算額　158億5,739万円】

◆企業の積極的な設備投資による収入の増
　平成26年度の歳入決算額は、162億8,024万円で前年度と比較をすると７億2,684万円の増加となりました。
　主な要因として、吉野ヶ里メガソーラーの新設による固定資産税（地方税）の増加、消費税率引上げに伴う地方
消費税交付金（各種交付金）の増加、神埼市憩の家改築事業などの大型事業に伴う地方債の増加などが挙げられます。
また、自主財源が31.6％に対して依存財源は68.4％であり、行政サービスの多くは依存財源で賄われている状況
です。市の財政運営については今後、地方交付税も減少していくこととなっており、厳しい財政状況になることが
予想されます。そのため、自主財源の更なる確保と歳入に見合った歳出を基本とし、安定した財政運営に努めます。

◆大型事業の完了による公共施設の充実
　平成26年度の歳出決算額は158億5,739万円で、前年度と比較すると8億8,548万円の増加となりました。
　主な事業として、神埼市憩の家改築事業や神埼市中央公民館改修事業などを行い公共施設の充実を図りまし
た。教育分野では、中学校教育ＩＣＴ振興事業により、タブレット端末等を導入し教育環境の整備を図りました。
また、将来の財政負担を軽減するため、地方債残高の一部を一括して返済する「繰上償還」を行い約1,500万
円の経費節減を図ることができました。

○自主財源･･･市が自主的に調達できる
収入

○依存財源･･･国、県から交付される財
源や地方債のこと

○地方交付税･･･全国すべての市町村が
等しく行政サービスを提供できるよう
国から交付されるもの

○地方債･･･市が財政上必要とする資金
を外部から借入れるもの

○国庫･県支出金･･･特定の事業に対する
国･県からの補助金

○繰入金･･･これまで積み立てた基金な
どから繰り入れる財源

○義務的経費･･･支出が義務づけられ毎年支出し
なくてはならない経費

○投資的経費･･･道路、学校、公共施設の建設や
大規模改修など社会資本の整備に要する経費

○扶助費･･･社会保障制度の一環として生活困窮
者や身体障がい者などにその生活を維持する
ために支出される経費

○補助費等･･･市から他の地方公共団体に対して、
行政上の目的により交付される経費

○普通建設事業費･･･道路、橋梁、学校など公共
施設の建設事業にかかる経費

歳出

義

務
的
経
費

その

他
経
費

44.0％
33.2％

公債費
21億1,296万8千円

普通建設事業費
35億5,293万5千円

人件費
22億2,839万2千円

扶助費
26億3,774万7千円

積立金
4億2,169万7千円

投資及び出資金・貸付金
3,200万円

補助費
18億9,565万7千円

物件費
13億7,443万6千円

維持補修費
5,543万1千円

災害復旧事業費
6,244万4千円

繰出金
14億8,368万7千円

投資的経費
22.8％
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○総務費･･･行政運営に係る全般的な事務な
どの経費

○民生費･･･障がい者や高齢者等の福祉の充
実、子育て支援などの経費

○衛生費･･･環境保全、疾病予防、健康増進
などの経費

○農林水産業費･･･農林水産業の振興や農道
･林道の整備などに係る経費

○土木費･･･道路や河川、公園などの社会資
本整備のための経費

○公債費･･･市が借りたお金（地方債）を返
すための経費

総務費
18億1,130万4千円

総務費
18億1,130万4千円

議会費
1億8,463万4千円
議会費
1億8,463万4千円

その他
56万1千円
その他
56万1千円

衛生費
10億1,058万円
衛生費
10億1,058万円

労働・商工費
1億8,866万5千円
労働・商工費
1億8,866万5千円

土木費
9億2,409万9千円
土木費
9億2,409万9千円

災害復旧費
6,186万円
災害復旧費
6,186万円

消防費
5億6,380万2千円
消防費
5億6,380万2千円

民生費
50億3,157万9千円

民生費
50億3,157万9千円

農林水産業費
20億5,209万2千円
農林水産業費

20億5,209万2千円

教育費
19億1,525万円
教育費

19億1,525万円

公債費
21億1,296万8千円

公債費
21億1,296万8千円

歳出
目的

【　特別会計の状況　】

【基金残高】 【地方債残高】

　特別会計とは、特定の収入（国民健康保険税や下水道使用料）で事業の支出が賄われている会計で、一般会計と
区分して経理しているものです。
　なお、下水道事業特別会計には公共下水道事業のほかに農業集落排水事業、特定地域生活排水事業が含まれており、
長期計画の下、各事業が進められています。

区　　　　分 歳　　入 歳　　出 差引額
国民健康保険事業特別会計 41億7,631万8千円 40億2,430万1千円 1億5,201万7千円
国民健康保険診療所特別会計 8,720万5千円 8,465万1千円 255万4千円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億7,029万6千円 3億6,866万円 163万6千円
簡 易 水 道 特 別 会 計 358万7千円 357万9千円 8千円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 12億2,699万7千円 11億7,518万8千円 5,180万9千円

（単位：千円）

区　　分 25年度 26年度 増減
一 般 会 計 5,246,250 5,241,196 -5,054
特 別 会 計 363,184 430,723 67,539
合　　 計 5,609,434 5,671,919 62,485
※平成26年度末の基金残高は約56億7,192万円で、

市民一人当たり約17万２千円となります。

（単位：千円）

区　　分 25年度 26年度 増減
一 般 会 計 16,134,646 16,242,646 108,000
特 別 会 計 5,786,918 5,836,290 49,372
合　　 計 21,921,564 22,078,936 157,372
※平成26年度末の地方債残高見込額は約220億7,894万

円で、市民一人当たり約67万３千円となります。
　地方債残高には、合併特例事業債や過疎対策事業債等

が含まれており、地方交付税で後年度財源措置される
分が約６割見込まれ、実質的な市の負担は約４割とな
ります。今後も有効かつ効果的な地方債を活用した財
政運営に努めていきます。

プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、友の会会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告
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　【　特別会計の状況について　】

　【　基金（貯金）の状況について　】　【　地方債（借金）の状況について　】

（単位：千円）
区　　　分 当　　　初 補　　　正 補　正　後

国民健康保険事業特別会計 4,425,164 144,093 4,569,257
国民健康保険診療所特別会計 94,156 2,554 96,710
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 375,514 1,637 377,151
簡 易 水 道 特 別 会 計 3,530 6 3,536
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,119,437 33,973 1,153,410

（単位：千円）
区　分 当　初 補　正 補正後

一 般 会 計 4,214,697 706,997 4,921,694
特 別 会 計 410,342 78,763 489,105
合　　計 4,625,039 785,760 5,410,799

市民一人あたりの基金残高 165

（単位：千円）
区　分 当　初 補　正 補正後

一 般 会 計 15,183,950 102,200 15,286,150
特 別 会 計 5,934,434 0 5,934,434
合　　計 21,118,384 102,200 21,220,584

市民一人あたりの地方債残高 647

平成27年度一般会計予算総額　　　148億6,676万円

◆平成27年度予算の状況

◆平成27年度一般会計の主な事業

歳入

自主財
源依

存
財
源

31.1％

68.9％

分担金・負担金
2億4,530万6千円

使用料・手数料
2億6,752万9千円

寄付金、財産、諸収入
2億4,824万9千円

地方交付税
50億7,333万8千円

地方税
31億469万8千円

地方債
10億7,420万円

県支出金
13億4,120万2千円

繰入金
4億8,721万1千円

繰越金
2億6,863万円

地方譲与税
1億3,700万1千円

各種交付金
5億2,121万円

歳出

総務費
15億7,911万7千円

衛生費
11億457万7千円国庫支出金

20億9,818万2千円

議会費
1億9,228万2千円

民生費
47億6,123万9千円

農林水産業費
19億9,725万1千円

土木費
10億1,545万円

消防費
5億9,389万8千円

教育費
12億432万4千円

公債費
22億1,491万1千円

災害復旧費
1,280万円

労働・商工費
1億7,081万5千円

その他
2,009万2千円

【市民福祉部】
・医療費助成事業（乳幼児～中学生、ひとり親家庭、重度

心身障害者） 1億7,859万円
・生活困窮者自立支援事業  1,467万円
・生活保護扶助費 2億9,603万円
・元気かんざき健康推進事業 107万円
・生きがい活動支援通所事業  3,961万円

▲

地
区
で
の
ラ
ジ
オ
体
操

　

風
景
（
元
気
か
ん
ざ
き

　

健
康
推
進
事
業
）
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【産業建設部】
・農業基盤整備促進事業 5億8,830万円
・多面的機能支払交付金事業（旧農地･水保全管理支

払交付金事業） 1億7,128万円
・小規模農業用施設整備事業   6,000万円
・神埼市南部工業団地造成事業 2,719万円
・企業誘致条例補助金 1,943万円
・道路橋梁新設改良事業（単独･補助） 3億7,135万円

【総務企画部】
・中心市街地拠点整備事業
　（門前町広場実施設計測量業務委託）  963万円
・神埼市プロモーション事業 730万円
・空き家改修費助成事業 600万円
・さが段階チャレンジ交付金事業  1,372万円
・歴史を中心とした地域力･魅力アップ事業 440万円
・歴史文化遺産を活かしたまちづくり事業 992万円

【教育委員会】
・神埼市小中学校英語教育推進事業 2,584万円
・神埼市内小中学校国際交流事業  172万円
・小中学校校舎改修事業（防災機能強化）  2億909万円
・神埼市サマーキャンプ事業 118万円
・登録有形文化財「福成歯科医院（旧古賀銀行神埼支

店）」活用地域活性化事業 4,000万円

【地方創生関連事業】（繰越事業）
・神埼市総合戦略策定事業 522万円
・定住促進対策事業  4,720万円
・子育て応援事業 237万円
・ベビー用品貸与事業  　391万円
・くらし応援商品券事業  2,693万円
・地元購買力推進券事業　 　 4,509万円

【合併10周年記念事業】
・神埼市合併10周年記念事業（準備経費） 212万円
・広報番組ラジオ放送事業 1,818万円
・バスラッピング業務委託事業  226万円
・オリジナルナンバープレート交付事業  53万円
・地域次世代育成支援事業 70万円

▲

整
備
を
行
う
旧
古
賀
銀
行

　

神
埼
支
店

▲

今
年
８
月
に
行
わ
れ
た

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

▲
定
住
促
進
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

▲

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る

　

ベ
ビ
ー
カ
ー

▲
オ
リ
ジ
ナ
ル
母
子
手
帳

　
（
地
域
次
世
代
育
成
支
援
事
業
）

▲圃場整備地区内のトランチャー施工による暗渠排水工事

有
料
広
告

有
料
広
告
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各課からのお知らせ

　
　
平
成
28
年
度
　

保
育
園
へ
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
！

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

【
市
内
保
育
園
】

・
仁
比
山
保
育
園
（
市
立
）

・
西
郷
保
育
園
（
市
立
）

・
ち
よ
だ
保
育
園
（
市
立
）

・
せ
ふ
り
保
育
園
（
市
立
）

・
神
埼
双
葉
園
（
私
立
）

・
小
桜
保
育
園
（
私
立
）

・
神
埼
保
育
園
（
私
立
）

・
ち
と
せ
保
育
園
（
私
立
）

○
受
付
期
間　
〈
土
、
日
を
除
く
〉

　

11
月
２
日
（
月
）
～
12
月
22
日
（
火
）

○
入
園
申
込
み
の
で
き
る
方

　

保
育
園
へ
入
園
で
き
る
の
は
、「
生
後
６
ヶ

月
か
ら
就
学
前
の
児
童
」
で
、
児
童
の
保
護

者
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に
よ
り
保
育
を

で
き
な
い
場
合
で
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
へ
の
入
園
希
望

の
方
は
、
直
接
左
記
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
認
定
こ
ど
も
園
】

・
子
ど
も
の
家
保
育
園
（
大
立
寺
幼
稚
園
）

　
（
千
代
田
町
嘉
納
５
９
７
）

　

☎
４
４
‐
３
１
４
４

・
神
埼
こ
ど
も
園

　
（
神
埼
町
田
道
ヶ
里
２
１
５
３
‐
５
）

　

☎
５
３
‐
４
５
０
０

　
「
下
の
子
の
保
育
に
手
が

掛
か
る
た
め
」「
友
達
が
い

な
い
た
め
」「
遊
ぶ
場
所
が

な
い
た
め
」
と
い
う
こ
と

な
ど
の
理
由
で
は
入
園
の

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

○
申
請
書
配
布
・
提
出
場
所

◇
新
入
園
児
の
方
･
･
･
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
総
合
窓
口
ま
で
。

◇
現
在
、
市
内
の
保
育
園
に
在
園
さ
れ
て

い
る
方
･
･
･
来
年
度
も
継
続
入
園
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
保
育
園
ま
で
。

◇
現
在
、
市
外
の
保
育
園
に
通
わ
れ
て
い

る
方
･
･
･
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
総

合
窓
口
ま
で
。

○
申
込
み
に
必
要
な
書
類

⑴
入
園
申
込
書
（
児
童
１
人
に
つ
き
１
部
）

⑵
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
（
就
労
証
明
、母
子
手
帳
の
写
し
、

診
断
書
等
）

※
平
成
28
年
４
月
入
園
希
望
の
方
は
利
用

区
分
の
認
定
を
受
け
る
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

①
家
庭
外
労
働

　

児
童
の
保
護
者
が
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
。（
最

低
勤
務
時
間
が
、
月
60
時
間
以
上
）

②
家
庭
内
労
働

　

児
童
の
保
護
者
が
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
家
事

以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
。（
最
低
勤
務
時
間
が
、

月
60
時
間
以
上
）

③
親
の
い
な
い
家
庭

　

死
亡
、
行
方
不
明
な
ど
の
理
由
に
よ
り
親
が
い
な

い
家
庭
。

④
母
親
の
出
産
、
保
護
者
の
病
気
等

出
産
の
前
後（
出
産
月
を
挟
ん
で
前
後
２
ヶ
月
以
内
、

最
大
４
ヶ
月
）
や
保
護
者
が
病
気
、
負
傷
、
心
身

に
障
が
い
が
あ
る
。

⑤
病
人
の
看
護
等

　

家
庭
で
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障
が
い
が

あ
る
人
の
介
護
、
介
助
を
し
て
い
る
。

⑥
家
庭
の
災
害

　

火
災
、
風
水
害
、
地

震
な
ど
の
災
害
の

復
旧
に
あ
た
っ
て

い
る
。

◆
保
育
料
算
定
資
料
に
つ
い
て

　

新
規
入
園
の
方
で
平
成
27
年
１
月
１
日

時
点
で
神
埼
市
外
の
市
町
村
に
居
住
さ
れ

て
い
た
方
は
、
元
の
市
町
村
で
平
成
27
年

度
市
県
民
税
所
得
課
税
証
明
書
を
取
得
し

て
い
た
だ
き
、
入
園
申
請
と
あ
わ
せ
て
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
在
園
児
が
い
る
世
帯
に
つ
い

て
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
入
園
選
考
に
つ
い
て

　

入
園
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
保
育
が

必
要
な
程
度
を
総
合
的
に
判
断
し
、
優
先
順

位
の
高
い
方
か
ら
入
園
を
決
定
し
ま
す
。

　
　11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

◎
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

気
づ
い
て 

知
ら
せ
て 

見
守
る

～
地
域
で
子
ど
も
の
成
長
を

見
守
り
ま
し
ょ
う
～

　

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
は
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
そ
の
親
を

救
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
虐
待
か
ど
う
か
迷
う
場
合

で
も
、
た
め
ら
わ
ず
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆神埼市相談専用メールアドレスもご利用ください。
　k-soudan@city.kanzaki.lg.jp
※秘密は厳守します。まずは、ご相談ください。
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
冬
休
み
入
会
の

申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

『
お
ゆ
ず
り
会
』

～
育
児
用
品
な
ど
を
募
集
し
ま
す
～

仕
事
や
生
活
の
悩
み
を

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
埼
市
中
央
公
民
館　

 

☎
５
３
‐
２
３
２
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脊
振
公
民
館　

 

☎
５
９
‐
２
１
３
１

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
母
子
保
健
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
千
代
田
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
９
７
‐
６
７
３
０

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
子
ど
も

服
や
育
児
用
品
な
ど
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

バ
ザ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
無
償
で
提
供

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

神
埼
市
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
巡
回
相
談

　

本
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
神
埼
市
役
所
本
庁
、
千
代
田

支
所
お
よ
び
脊
振
支
所
の
３
会
場
で
巡
回
相
談
（
予
約

優
先
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

巡
回
相
談
で
は「
仕
事
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
」

「
生
活
が
苦
し
い
」「
生
活
に
困
っ
て
い
る
が
、
ど
こ
の

窓
口
に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
※
Ｐ
31
関
連
記
事

　

保
護
者
が
働
い
て
い
る
な
ど
の

理
由
で
、
昼
間
家
に
保
護
者
等
の

い
な
い
児
童
を
預
か
り
、
遊
び
を

中
心
と
し
た
指
導
を
通
じ
て
児

童
の
安
全
と
健
全
育
成
を
図
る
た

め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

冬
休
み
（
12
月
25
日
～
28
日
・

１
月
４
～
７
日
）
に
お
い
て
入
会

希
望
の
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

○
対
象　

小
学
１
年
生
～
６
年
生

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
低
学
年

生
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

①
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
込
書

②
勤
務
証
明
書
（
児
童
の
保
護
者

お
よ
び
同
居
の
祖
父
母
）

③
児
童
健
康
等
生
活
調
査

④
誓
約
お
よ
び
承
諾
書

⑤
傷
害
保
険
料（
年
額
８
０
０
円
）

※
②
～
⑤
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

入
会
の
実
績
が
あ
れ
ば
不
要
で

す
。
ま
た
、
今
年
度
ド
リ
ー
ム

パ
ー
ク
参
加
の
実
績
が
あ
れ
ば

⑤
は
不
要
で
す
。

※
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
、

冬
休
み
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、①
の
提
出
が
必
要
で
す
。

○
開
設
時
間

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

○
負
担
金　

１
，０
０
０
円

※
お
や
つ
代
等
が
別
途
必
要
で

す
。

○
申
込
締
切
日　

　
　
　
　

11
月
30
日
（
月
）

※
締
め
切
り
厳
守

○
注
意
事
項

・
長
期
休
暇
の
み
の
利
用
者
に
つ

い
て
は
土
曜
日
の
入
会
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
終
了
時
間
の
午
後
６
時
ま
で
に

は
、
保
護
者
の
迎
え
が
必
要
で

す
。

・
弁
当
、
水
筒
等

持
参

・
年
末
年
始
（
12

月
29
日
～
１

月
３
日
）
は
実

施
し
ま
せ
ん
。

と　き ところ 募集期間 持込先
11月８日（日）

脊振町森林の里文化
フェスティバル終了後

脊振中学校

11月22日（日）
10：00～11：30

千代田町
保健センター

11月11日（水）～11月20日（金）
8：30～17：15　※土日を除く

千代田町
保健センター

12月１日（火）
10：00～11：00

神埼町
保健センター

11月24日（火）～11月27日（金）
8：30～17：15　※土日を除く

神埼町
保健センター

○
受
け
付
け
ら
れ
な
い

も
の

・
シ
ミ
、
汚
れ
の
あ
る

も
の
（
皆
さ
ま
に
心

地
よ
く
使
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
お
願
い

し
ま
す
）

・
下
着
類
、
食
べ
物
、

ぬ
い
ぐ
る
み

○
持
ち
込
み
の
注
意
点

・
ほ
乳
瓶
、
搾
乳
器
な

ど
は
、
未
使
用
の
も

の
・
絵
本
は
、
月
刊
誌
や

雑
誌
以
外
の
も
の

○相談窓口
　神埼市生活自立支援センター
　（千代田町福祉センター２階）　☎97-6730
　開所時間：月曜日～金曜日　午前９時～午後５時

場
所

千代田支所
１－１会議室西側

神埼市役所
福祉課相談室

脊振支所
１号会議室

時
間 ９：00～12：00 ９：00～12：00 ９：30～12：30

巡
回
日

11月18日（水） 11月11日（水） 11月４日（水）
12月16日（水） 12月９日（水） 12月２日（水）
１月20日（水） １月13日（水） １月６日（水）

神埼市生活自立支援センター
予約申込　　☎97-6730

神埼市生活自立支援センター
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レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
!!

国
保
加
入
の
方
へ

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」を
送
付
し
ま
す

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
日
程
ご
と
に
対

象
地
区
を
割
り
当
て
て
い
ま
す
が
、
ご
都

合
が
つ
か
な
い
方
は
、
別
日
に
受
診
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

乳
が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を

予
約
さ
れ
た
方
は
、
予
約
日
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
同
日
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
も
受

診
で
き
ま
す
。

　

検
診
の
お
申
し
込
み
や
、
そ
の
他
の
日
程
の
ご

案
内
な
ど
、
詳
し
く
は
市
報
９
月
号
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
服
用
さ
れ
て
い
る
お
薬
を
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
に
切
り
替

え
ら
れ
た
場
合
に
、
お
薬
代
の
自
己
負
担
額

を
ど
の
く
ら
い
軽
減
で
き
る
か
試
算
し
た
差

額
通
知
ハ
ガ
キ
を
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
関
す
る
お
知
ら
せ
」と
し
て
発
送
し
ま
す
。

◆
通
知
の
対
象
と
な
る
方

　

該
当
月
に
処
方
さ
れ
た
先
発
医
薬
品
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
ら
れ
た

場
合
に
、
１
か
月
あ
た
り
の
自
己
負
担
額
の

軽
減
が
一
定
額
以
上
見
込
ま
れ
る
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
必
ず
し
も
国
保
加
入
者
全
員
に
お
知
ら
せ

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
通
知
の
記
載
内
容
に
つ
い
て

①
お
薬
代
に
か
か
っ
た
金
額
の
み
表
示
し
て

い
ま
す
。
実
際
の
窓
口
で
の
お
支
払
い
に

は
、
技
術
料
・
管
理
料
な
ど
の
別
費
用
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
替
え
る
と
お

薬
代
が
安
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
、
切
り
替
え
を
強

制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
先
発
医
薬

品
（
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ

れ
る
医
薬
品
で
す
。
先
発
医
薬
品
と
同
等
の

有
効
成
分
・
効
能
・
効
果
を
も
つ
医
薬
品
で

す
が
、
必
ず
し
も
ま
っ
た
く
同
一
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
か
か

＜実施する検診・内容＞
対象者 検査内容 料　金 備　考

子宮頸がん
検診 20歳以上の女性 ・視診

・細胞診 500円
すでにお申し
込み済みの方
には、受診票
を郵送してい
ます。

乳がん検診
（予約制） 40歳以上の女性 ・視触診

・マンモグラフィ

40歳代
（二方向）
1,500円
50歳以上
（一方向）
1,000円

骨粗しょう症
検診

（予約制）

40 ～ 70歳までの
５歳刻み年齢の女性

・きき腕と反対側
　の腕のＸ線撮影
・健康相談

500円

対象者には、
案内文書と受
診票を郵送し
ています。

＜日程＞
日にち 場所 受付時間 子宮頸がん検診　対象地区

11月９日(月) 千代田町
保健センター

８：30～
10:00

新宿・大石・下黒井・上黒井・十条・嘉納・丙太田・丁太田・上地
詫東・詫西・高志・下板・藤西・又南里・藤東・原の町・境原

11月10日(火) 上犬童・下犬童・餘江・川崎・東野ヶ里・上西・下西
仲田町団地・仁戸田

11月12日(木)

神埼町
保健センター

一丁目・二丁目・三丁目・四丁目・協和町・西小津ヶ里
小津ヶ里・永歌・大門

11月13日(金)

本堀・野目ヶ里・荒堅目・蔵戸・曽根ヶ里・出来町・神納・大依
駅ヶ里・田道

17：30 ～
19:30 地区指定なし

11月25日(水) ８：30 ～
10:00

駅通り・平ヶ里・横武・上六丁・下六丁・戸井土・莞牟田
本告牟田・池辺田・山田・鶴田・姉川上分・姉川下分・姉川東分
姉川西分

11月26日(木) 尾崎東分・尾崎西分・岩田・唐香原・平山・猪面・伏部・利田
野寄・野田・川寄・柏原・犬の目・鶴西・鶴東

り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
専
用
窓
口
「
国
民
健
康

保
険
中
央
会
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
設

け
て
い
ま
す
。
通
知
の
裏
面
に
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

を
記
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ

い
。

　
　還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

神
埼
市
内
で
、
神
埼
市
役
所
の
職
員

を
名
乗
る
者
が
、
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
還
付
金
名
目
で
市
民
宅
に
電
話
し
、

お
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
詐
欺（
還

付
金
詐
欺
）
未
遂
の
事
案
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

市
役
所
か
ら
は
、
健
康
保
険
税
や
医

療
費
の
還
付
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
を
指
示
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合

は
、
警
察
（
神
埼
警
察
署
☎
５
２
‐
２

１
１
４
）
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

各課からのお知らせ
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
へ

野
焼
き
は
周
囲
の
迷
惑
に
な
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

戸
籍
係　

☎
３
７
‐
０
１
２
０

　
　
　

千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課　

☎
４
４
‐
３
０
７
１

　
　
　
　

脊
振
支
所　

総
合
窓
口
課　

☎
５
９
‐
２
１
１
１

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
推
進
室　

生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
方
は

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
！

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
運
用

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住

基
カ
ー
ド
）
の
交
付
は
平
成
27
年
12
月
末
を
も
っ
て

終
了
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
基
カ
ー
ド
に
格
納
す
る
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
の
交
付
は
平
成
27
年
12
月

22
日
（
火
）
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
以
降
は
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
個
人

番
号
カ
ー
ド
と
新
し
い
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

電
子
証
明
書
が
希
望
者
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
電
子
申
告
（
確
定
申
告
）
を
す
る
人
は
電
子
証
明

書
の
有
効
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　　

平
成
28
年
１
月
か
ら
交
付
が
始
ま
る
個
人
番
号

カ
ー
ド
お
よ
び
新
し
い
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

電
子
証
明
書
は
、
全
国
一
斉
に
郵
送
な
ど
で
申
請
を

受
け
付
け
る
た
め
、
交
付
ま
で
に
か
な
り
の
日
数
を

要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
確
定
申
告

を
行
う
期
間
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
間
に
合

わ
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

住
基
カ
ー
ド
内
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
確

定
申
告
の
時
期
に
あ
た
る
人
は
、
早
め
に
現
在
の
電

子
証
明
書
を
更
新
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

（
電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き
は
有
効
期
間
満
了
日
の

３
ヶ
月
前
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
）

住基カードと電子証明書の有効期限
交付終了日

（更新期限）
更新手続きをしない場合 更新手続きをする場合

住基カード 12月28日（月）それぞれ、現在お持ちの
カードの有効期限満了日
まで利用できます。

更新手続きの日から10年
間利用できます。

電子証明書 12月22日（火）
更新の手続きの日から３
年間利用できます。

※平成28年１月から始まる個人番号カードの交付を受ける場合は、現在お持ちの住
基カードは、その有効期限に関わらず、交付時に窓口で返納することになります。

　
　　

平
成
27
年
10
月
以
降
、
通
知

カ
ー
ド
が
、
順
次
送
付
さ
れ
ま

す
。
受
け
取
ら
れ
た
後
は
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
の

際
や
、
転
入
・
転
居
・
氏
名
変

更
手
続
き
の
際
に
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
通
知
カ
ー
ド
や
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
紛
失
さ
れ
た
場

合
、
速
や
か
に
市
民
課
ま
で
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
再
交
付
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
手
数
料
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

【
再
交
付
手
数
料
】

　

通
知
カ
ー
ド�

５
０
０
円　

　

個
人
番
号
カ
ー
ド　

　
　
　

�

１
，０
０
０
円　

　

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
ら
れ
た
後
に
、
住
所
や
氏
名
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
、【
カ
ー
ド
の
追
記
欄
】
に
変
更
事
項
を

裏
書
き
し
ま
す
の
で
、
対
象
者
全
員
の
通
知
カ
ー
ド
を
窓
口

へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、代
理
人
が
住
所
異
動
の
手
続
き
を
さ
れ
る
場
合
は
、

委
任
状
の
他
に
、
住
所
異
動
を
さ
れ
る
方
の
通
知
カ
ー
ド
を

持
参
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
28
年
１
月
以
降
に
申
請
を
し
て
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
取
得
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
取
り
扱
い
と
な

り
ま
す
。

　
「
喘
息
を
持
つ
子
ど
も
が
苦
し
ん
で
い
る
」「
煙
で
道
路
が

見
え
ず
危
険
」
な
ど
野
焼
き
に
関
す
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

野
焼
き
は
法
律
で
一
部
の
例
外
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
ド
ラ
ム
缶
や
家
庭
用
小
型
焼
却
炉
は
使
用
基
準
を
満
た

し
て
い
ま
せ
ん
。
例
外
に
あ
た
る
も
の
で
も
、煙
や
臭
い
で
、

近
隣
の
方
の
迷
惑
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
は
野
焼
き
を
し
な
い
で
「
ご
み

収
集
日
」
に
出
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
市
の
快
適
な
生

活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の〝
通
知
カ
ー
ド
〟が
送
付
さ
れ
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

総
合
窓
口
班　

☎
３
７
‐
０
１
１
６

　
　
　
　
　

千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課　

☎
４
４
‐
３
０
７
１

　
　
　
　
　
　

脊
振
支
所　

総
合
窓
口
課　

☎
５
９
‐
２
１
１
１

通
知
カ
ー
ド
、個
人
番
号
カ
ー

ド
の
紛
失
に
ご
注
意
を
！

住
所
や
氏
名
変
更
に
は
通
知
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
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各課からのお知らせ

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
選
択
で
き
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75

歳
以
上
の
方
が
加
入
さ
れ
て
い
る

医
療
制
度
で
す
が
、
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

方
が
申
請
を
さ
れ
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆手続きについて
　市民課後期高齢年金係または各支所総合窓口課で申請してください。

【持参するもの】・障がいの程度が記載された手帳など
　　　　　　　・印鑑
　　　　　　　・現在お持ちの健康保険証

　

た
だ
し
、
加
入
す
る
と
負
担
割

合
や
保
険
料
に
変
更
が
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世

帯
や
所
得
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、
市
民
課

後
期
高
齢
年
金
係
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆一定の障がいとは
　一定の障がいとは、主に次に該当する障がいのことをいいます。

障　が　い　の　程　度

身体障害者手帳

・１級、２級、３級
・４級の次のいずれか
　①音声機能、言語機能の著しい障がい
　②両下肢のすべての指を欠くもの
　③１下肢を下腿の２分の１以上で欠くもの
　④１下肢の機能の著しい障がい

精神障害者保健福祉手帳 ・１級、２級

療育手帳 ・Ａ（重度）

国民年金法等の障害年金 ・１級、２級

　
　介
護
保
険
料
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

◎
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
障
が
い
課　

高
齢
障
が
い
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

業
務
課

　

☎
４
０
‐
１
１
３
５

　

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
の

納
め
方
は
２
種
類
で
す
。

◎
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

・
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方

◎
普
通
徴
収
（
納
付
書
又
は
口
座
振

替
）

・
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た

方
、
転
入
さ
れ
た
方

・
収
入
申
告
の
や
り
直
し
な
ど
で
、

保
険
料
額
が
変
更
と
な
っ
た
方

・
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
、

年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方
等

　

納
付
書
の
方
は
毎
月
金
融
機
関
で

納
付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。（
コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
付
で
き
ま

せ
ん
）

　

口
座
振
替
に
す
れ
ば
金
融
機
関
へ

出
向
く
手
間
も
省
け
、
納
め
忘
れ
も

な
く
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
た
際
の
負
担

割
合
が
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
な

ど
の
給
付
制
限
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
　

　
　 参

加
く
だ
さ
い
　
神
埼
市
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

く
ら
し
に
役
立
つ「
相
続
税
と
贈
与
税
」の
お
は
な
し

市
民
活
動
を
支
援
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
支
援
事
業

◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

◎
問
い
合
わ
せ　

企
画
室　

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

　

市
で
は
、
神
埼
市
消
費
者
グ
ル
ー
プ
と
共
催
で
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
「
相
続
税
と
贈
与
税
」
を
テ
ー
マ
に
、
基

本
的
な
概
要
や
税
制
改
正
の
内
容
、
様
々
な
事
例
な
ど
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
あ
わ
て
な
い

よ
う
、
正
し
く
節
税
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
と
き　

12
月
１
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館
第
１
研
修
室

○
講
演　

く
ら
し
に
役
立
つ「
相
続
税
と
贈
与
税
」の
お
は
な
し

○
講
師　

鳥
栖
税
務
署
職
員

【
第
３
次
募
集
】

　

本
事
業
は
、
市
民
の
主
体
的
な

参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
か
つ

公
益
性
の
あ
る
活
動
を
行
う
団
体

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
、
支

援
し
て
い
く
も
の
で
す
。

※
追
加
募
集
に
あ
た
り
、
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

○
募
集
要
件

　

11
月
20
日
（
金
）
以
降
の
事
業

開
始
で
、
翌
年
３
月
末
ま
で
に

事
業
が
終
了
す
る
も
の
。

○
募
集
件
数

　

３
件
程
度
（
た
だ
し
予
算
内
）

○
応
募
締
切
日

　

11
月
16
日
（
月
）

○
応
募
方
法　

　

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
請
書
な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

参加無料
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洋裁

吉田絃二郎生誕130年祭
皆さまの参加をお待ちしています

○と　き　11月23日（月・祝）
　　　　　午前９時30分開会（午前９時開場）
○ところ　神埼市中央公民館　大ホール

吉
よし

田
だ

絃
げん

二
じ

郎
ろう

（1886 ～ 1956年）
　明治19年（西暦1886年）神埼市神埼
町莞牟田生まれ。４歳の頃、佐世保市
に移住。
　早稲田大学を卒業後、同校で教鞭
をとる。小説「磯ごよみ」で文壇に
デビュー。｢島の秋」が出世作となり、
随筆感想集「小鳥の来る日」は大正時
代の驚異的なベストセラーとなった。

◎問い合わせ
　吉田絃二郎顕彰会事務局
　（神埼市中央公民館）
　☎53-2325

昨年の生誕祭の様子

▲顕彰会式典 ▲西郷小学校の劇

【主な内容】
・市内小中学生の吉田絃二郎作品読書感想文・感想画最優秀賞表彰
・読書感想文最優秀作品の入賞者による朗読
・短歌朗読
・記念講演「吉田絃二郎の児童文学」
　講師：原岡 秀人 氏（九州龍谷短期大学名誉教授）
・独唱   「母なき小鳥」水頭 順子 氏（九州龍谷短期大学教授）
・神埼中学校吹奏楽部演奏
※11月16日（月）～ 30日（月）まで、神埼市中央公民館１階ロビー

にて、読書感想画・感想文入賞者の作品を展示します。

神埼市歴史まちづくり遺産「汐取り行事」が開催されました
　９月６、12、13日に中地江川と城原川流域で、「汐
取り行事」が行われました。
　同行事は、有明海から河川に汐が上がってくる場所
まで行き、川の水を御幣にかけて、五穀豊穣や風水害
除けなどを祈願する行事で、地区により、「川祭り」・「天
狗祭り」・「しぇー取り祭り」とも呼ばれています。
　この行事は、稲が開花・結実する時期で、台風の来
襲が多い220日の厄日に当たる９月12日前後の近い日
曜日に行われています。
　市内では、中地江川と城原川流域でしか行われてい

ない行事で、姉川上分・下分、姉川東分、姉川西分、
上・下犬童、東野ヶ里、大門、嘉納、乙南里、用作地
区で伝わっています。
　前日もしくは当日に神様を御幣に下す「神おろし」
の神事が行われ、当日は、各地区にある１対の天狗面(猿
田彦)を先頭にして、有明海から汐が上がってくる場所
まで行き、榊を川の水にひたし、地区の人が順番に御
幣に水をかけ、祈願します。
　汐取りが終わると各
地区の神社などで、神
様を御弊から元の場所
へ戻す「神あげ」が行
われます。
　この行事は、神埼南
部地域の「アオ」を利
用した農業利水に感謝
する農業生産活動に伴
う特徴的な行事で、平
成27年８月６日付で神
埼市歴史まちづくり遺
産に登録されました。

有
料
広
告

▲姉川上分・下分地区の様子

▲大門地区の様子
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神埼市青少年育成だより

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
、育
て
ま
し
ょ
う

～
　
第
10
回
　
地
区
子
育
て
懇
談
会
結
果
報
告
～

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議　

☎
４
４
‐
２
１
５
４

　

神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で

は
、
７
月
１
日
、
２
日
、
３
日
の
３

日
間
、
第
10
回
地
区
子
育
て
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

８
月
号
で
は
、
概
要
の
み
報
告
し

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
詳
細

を
報
告
し
ま
す
。

参
加
者
総
数
が
大
幅
に
増
加

２
．『
神
埼
市
四
か
条
の
誓
い
』　

　
　

を
生
活
に
活
か
そ
う

・
懇
談
中
子
ど
も
た
ち
が
多
い
中
、

わ
り
と
静
か
に
話
し
合
い
が
で
き

る
の
は
、
四
か
条
の
誓
い
の
意
識

の
効
果
が
で
て
き
て
い
る
。

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
さ
れ
て
い
る

方
よ
り
「
こ
の
地
区
は
子
ど
も
た

ち
が
自
ら
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を

し
て
非
常
に
感
心
す
る
」
と
言
う

意
見
が
あ
り
、「
四
か
条
の
誓
い
」

の
一
つ
「
礼
儀
を
重
ん
じ
る
」
が

ま
さ
に
生
活
の
中
で
活
か
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
た
。

※
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
か
ら
抜
粋

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、
今

年
度
の
参
加
人
数
は
、
昨
年
に
比
べ

て
２
２
３
人
も
増
加
し
ま
し
た
。
昨

年
度
よ
り
参
加
者
数
が
10
人
以
上
増

加
の
地
区
が
17
地
区
（
昨
年
比
＋
10

地
区
）
と
、
た
く
さ
ん
の
地
区
が
尽

力
さ
れ
、
好
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
子
育
て
懇
談
会
が
市
の
年
中
行

事
と
し
て
定
着
し
て
き
た
こ
と
を
有

り
難
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
出
席
状
況
に
つ
い
て
も

増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
内
１

０
８
の
地
区
（
91
％
）
で
子
ど
も
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

１
． 
地
区
の
今
を
話
し
あ
お
う

　

和
や
か
な
ム
ー
ド
づ
く
り
を
意
図

し
て
、
参
加
者
全
員
の
一
言
を
入
れ

た
自
己
紹
介
か
ら
始
め
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
や
あ
い
さ

つ
、
地
区
内
で
の
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
記
録
を

お
願
い
し
た
市
民
会
議
理
事
（
懇
談

会
班
長
）
さ
ん
か
ら
も
、「
地
区
役

員
さ
ん
の
工
夫
で
、
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
い
懇
談
会
だ
っ
た
」
と
多
く

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▲小鹿地区の懇談会の様子

◆
全
体
の
参
加
者
数

　

平
成
25
年
度 

３
，０
４
３
人

　

平
成
26
年
度 

３
，０
０
７
人

　

平
成
27
年
度 

３
，２
３
０
人

◆
子
ど
も
の
参
加
者
数

　

平
成
25
年
度  

７
３
３
人

　

平
成
26
年
度  

７
６
２
人

　

平
成
27
年
度  

８
５
８
人

３
．
な
か
よ
く
前
進
し
よ
う

昨
年
度
の
地
区
重
点
実
践
目
標
反

省
と
今
年
度
重
点
実
践
目
標
決
定

　

昨
年
度
の
実
践
目
標
で
は
「
あ
い

さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
に
つ
い
て
あ

げ
て
い
る
地
区
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
お
お
か
た
の
地
区
で
よ
く
で
き

て
い
る
と
の
事
で
し
た
。『
神
埼
市

四
か
条
の
誓
い
』
を
意
識
し
た
目
標

も
増
え
て
き
ま
し
た
。

〈
ア
ン
ケ
ー
ト
・
記
録
の
結
果
か
ら
〉

・
司
会
の
方
が
う
ま
く
進
行
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
も
大
人
も
一
人
ひ
と

り
マ
イ
ク
を
握
っ
て
発
言
す
る
機

会
が
あ
り
、
本
当
に
良
い
雰
囲
気

で
あ
っ
た
。
地
域
ぐ
る
み
で
熱
心

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
様
子
が
見

ら
れ
て
嬉
し
く
感
じ
た
。　

　

�

（
班
長
か
ら
同
等
意
見
多
数
）

・
子
ど
も
も
大
人
も
参
加
し
て
も
ら

い
、
い
ろ
ん
な
意
見
も
出
て
地
区

全
体
で
子
ど
も
を
見
守
っ
て
い
こ

う
と
い
う
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
た
。

区
長
さ
ん
を
始
め
、
皆
さ
ん
と
の

ふ
れ
合
い
で
子
ど
も
た
ち
も
の
び

の
び
過
ご
せ
る
の
だ
と
思
う
。
来

年
も
子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
楽
し

み
に
な
っ
た
。

・
懇
談
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
地

区
に
特
色
・
歴
史
が
あ
る
の
で
、

地
区
に
お
任
せ
願
え
な
い
も
の
だ

ろ
う
か
。（

⇒

大
丈
夫
で
す
）

昨年度より出席者が10人以上増加した地区

 出席率ベスト10

  (　） の中の数は増加人数
１ 一丁目  （＋29） 10 鶴  東  (＋13)
２ 尾崎東分（＋21） 11 協和町 (＋12)
３ 犬の目  （＋21） 12 上直鳥 (＋12)
４ 岩  田  (＋18) 13 丁太田 (＋12)
５ 本  堀  (＋17) 14 四丁目 (＋11)
６ 小  渕  (＋17) 15 詫  西 (＋11)
７ 平ヶ里南（＋14） 16 乙南里 (＋10)
８ 姉川西分(＋14) 17 朝  日 (＋10)
９ 姉      (＋14)

（　）の中は世帯数に対する出席者数の割合

1 曽根ヶ里
（168.4%） 6 又南里

（95.2%）

2 戸井土
（137.5%） 7 小　鹿

（90.0%）

3 猪　面
（116.7%） 8 用　作

（88.6%）

4 伏　部
（104.2%） 9 池辺田

（84.6%）

5 大　門
 （104.0%） 10 野　田

（83.3%）
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司法書士　すえなが総合事務所

その他気軽にご相談下さい（相談室あります）

火曜日は午後８時まで営業しています　末永博義

時間外についても、電話予約可
（サピエより南に１００ｍ）

営業時間：午前８時～午後６時　☎５２-２０７９

相続・売買・贈与・成年後見
多重債務・会社設立変更

男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り

進
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

　

第
２
次
神
埼
市
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
計
画

が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
た
市
民
意
識
調
査
の
結
果
な
ど

の
意
見
を
取
り
入
れ
て
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
計
画
策
定
に
は
、
基
本
目
標

の
ひ
と
つ
に
『
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
り
進
め
る
ま
ち
づ
く

り
』
が
あ
り
、
施
策
に
は

①
市
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の

女
性
の
参
画
推
進

②
男
女
共
同
参
画
推
進
団
体
へ
の
支

援
措
置
の
充
実

③
地
域
社
会
の
場
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進

④
防
災
・
災
害
時
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
具
体
的
事
業
に
は

・
女
性
委
員
の
登
用
率
の
向
上

・
市
民
団
体
等
の
育
成
、
支
援

・
防
災
会
議
等
の
女
性
の
参
画
拡
大

・
防
災
対
策
、
避
難
所
の
運
営
、
相

談
支
援
な
ど
に
女
性
の
視
点
確
保

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

調
和
の
取
れ
た
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
男
性
も
女
性
も
共
に

様
々
な
分
野
に
参

画
し
、
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

『
伝
え
よ
う
　

感
謝
の
気
持
ち
を
』

　

11
月
23
日
（
月
・
祝
）
は
勤
労

感
謝
の
日
で
す
が
、
神
埼
市
男
女

共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
11
月
14
日
を
「
あ
り
が
と
う

デ
ー
」に
設
定
し
、一
言
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
募
集
し
ま
す
。家
庭
や
職
場
、

地
域
の
中
で
日
ご
ろ
の
「
あ
り
が

と
う
の
心
」
を
言
葉
に
託
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

○
応
募
資
格　

神
埼
市
在
住
の
方

○
応
募
方
法　

・
用
紙
自
由
（
ハ
ガ
キ
等
）

・
字
数
形
式
自
由
（
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
形
式
・
40
字
程
度
）

○
締
切
日　

11
月
27
日
（
金
）

※
入
賞
作
品
は
、
市
報
２
月
号
で

発
表
し
、
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ

・
神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
「
あ
り
が
と

う
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　

佐
藤
☎
４
４
‐
２
９
２
５

　

〒
８
４
２
‐
０
０
０
３

　

千
代
田
町
境
原
２
８
２
‐
１
２

・
市
長
公
室　

秘
書
広
報
係

　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

女性のための相談室
○と　き　11月18日（水）　
　　　　　午後１時30分～４時30分
○ところ　神埼市役所　千代田支所
　　　　　２階　相談室
※相談無料
◎問い合わせ　
・神埼市男女共同参画推進ネットワーク
　代表 髙栁　☎52-4709
・市長公室　秘書広報係　☎37-0088

☆視察研修のご案内☆
　みんなで協働して明るいまちづくりを目指し、今年は、有田
町の視察研修を行います。皆さんの参加をお待しています。
○とき　11月27日(金)　　○視察先　西松浦郡有田町
○集合　神埼市中央公民館　午前８時10分
○定員　30人　　○申込締切日　11月14日（土）
○参加費　1,200円程度（昼食代・入場料・保険料）　　
◎申込・問い合わせ
　・神埼市男女共同参画推進ネットワーク　山邊☎59-2844
　・市長公室　秘書広報係　☎37-0088

有
料
広
告

女性のための政策参画セミナー
in　神埼市　参加者募集！

①11月13日（金）10：00 ～ 12：00
　「私たちの声で“まちづくり”」
　講師：池田宏子さん
②11月26日（木）10：00 ～ 12：00
　「想いを伝えて～あなたも一緒に政策参画～」
　講師：盛泰子さん
○場所　神埼市中央公民館　第１研修室
◎申込・問い合わせ　
　市長公室　秘書広報係　☎37-0088
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◆ゆっくり・しっかり・楽しく学びたい初心者の方
　月額 12,000円（税別・１レッスン２時間、週１回×４）
◆「わからないところだけ教えて欲しい」経験者の方
　１回からレッスン可能です

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子

土・日・祝も営業
（不定休）0952－52－8110

パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室

一人一人に合った
ご指導をします
ので安心です！
楽しくアットホー
ムな教室です。

随　時
入会可

有
料
広
告

物産館で神埼の秋を見つけよう！
　空気もひんやり冷たくなり、秋の深まりを感じられる季節となりました。
　市内各町の物産館には、その土地で採れた新鮮な野菜や果物、加工品などが彩り豊かに並んでいます。
　そこでしか味わえないものがあったり、おふるまいなどのイベントがあったり楽しみがいっぱいです。
　物産館で秋を探して見ましょう。

高取山公園わんぱく館

吉野ヶ里 遊・学・館

　地元生産者が露地栽培した旬の新鮮な野菜が、安くてお
いしいと評判です。シイタケや白菜、里芋、ホウレン草な
どの季節の野菜や、食べるインシュリンの異名を持つキク
芋、柿やミカンなどの果物が店頭に並びます。大工をして
いた生産者による手作りのテーブルや椅子、押し寿司の型
も人気となっています。

　地元の生産者の皆さんが毎朝出荷する有機栽培の野菜
は、安さと新鮮さが魅力。これから旬を迎える白菜やチン
ゲン菜、大根、シイタケ、里芋、サツマ芋、柿、ミカンな
どが店頭に並びます。神埼名産のそうめんや、うどん、ラー
メンなど麺類も多数取り揃えています。10月に販売を始め
た、手作りのアップルパイやおはぎも、オススメです。
◆11月の野菜の日◆　※９：00 ～開催
・８日（日）岩田のミカンをおふるまい（先着50人）
・19日（木）
　採れたて野菜等の「お楽しみ抽選会」を開催（先着50人）

店舗情報
場所/高取山公園内（脊振町）　営業時間/ ９：00 ～ 18：00（４月～ 10月）９：00 ～ 17：00（11月～３月）
定休日/第２、４水曜　　☎51-9020

店舗情報
場所/神埼駅北口（神埼町）　　
営業時間/ ９：00 ～ 18：00（３月～ 10月）
　　　　 ９：00 ～ 17：00（11月～２月）
定休日/毎週水曜　　☎53-8587

　11月23日（月・祝）は、干し柿作り
体験（柿４キロ1,300円）、12月にはミ
ニ門松作り体験を予定しているよ。
　ぜひ参加してね！
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水車の里遊学館ギャラリー
とき・ところ 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催

11月11日（水）
13：30 ～ 15：00

楽しい絵手紙　体験してみませんか？
初めての方、お気軽にどうぞ♪

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル　根っこの会
　原　寿巳子　山口　政子

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53-8884　建設課　都市計画係　☎37-0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも！！

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30 ～ 16：00
◆11月の休館日　毎週火曜日

と��き ところ テーマ 講　師

11月19日（木） はんぎーホール 『任運騰々』下村湖人
下村湖人生家館長
　島　英彰さん

※都合により天建寺住職の「豊かに生きる」は１月14日（木）に変更します。
〈受付〉９：30～　〈講義〉10：00～11：30
※マイクロバスは、脊振支所前を午前９時、神埼中央公民館を午前９時30分に出発です。ご利用の方は遅れないよ

うにご集合ください。

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

いきいき大学はいつでも入学できます。
脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田支所社会教育課で、教材費を添えてお申し込みください。講座日の会場
受付でも手続きできます。　【教材費：年間 1,000円】
◎問い合わせ　社会教育課　社会教育係　☎53-2325（神埼市中央公民館）

プレミアム商品券「神埼よかよか券」
11月15日（日）販売開始！

　神埼市商工会では、神埼市地元購買力推進商品券
「神埼よかよか券」を販売します。
　１セット（10,000円）の購入で20％のプレミア
ムが付いて12,000円分のお買物ができます。ぜひ
お買い求めください。
○購入金額　１セット　10,000円
　　　　　　（500円×24枚＝12,000円）
○購入限度額　お一人10セット（10万円まで）
○販売開始日時　11月15日（日）午前９時30分～
○購入対象者　市内在住の方に限る

○販売場所　
【神埼地区】
　・神埼市商工会（販売初日は神埼市中央公民館）
　・ショッパーズかんざき　サピエ

【千代田地区】・ショッピングセンターアニー
【脊振地区】・宴会・仕出し　いずみや
○使用期間
　平成27年11月15日（日）～平成28年１月31日（日）

株式会社 三神　神埼市神埼町本堀3003-6　フリーダイヤル：0120-34-9417

11月14日（土）・15日（日）
社屋駐車場にて開催!!祭！ 三 神祭！ 三 神祭！ 三 神

○ステージイベント
○屋台販売
○特価商品販売など盛りだくさん !!
　　お友達を誘って遊びに来てね♪

○お菓子作り体験・試食会
○ビンゴゲーム
○ミニチュア自由花教室
　　などたのしいイベントたくさん♪

三神ガス http://www.sanshin34.com

有
料
広
告

有
料
広
告

◎問い合わせ　神埼市商工会　☎52-7131
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日 曜日 催　　物 開演 入場料 主　　催

11月1日 日
『教育の日』�式典及び記念講演会��
講師：古賀稔彦氏(柔道家）
「人生の教科書」

13:30 無料
※要整理券

神埼市教育委員会
☎44-2384

11月17日 火 年末調整説明会　対象：源泉徴収義務者 13:30 無料 鳥栖税務署☎0942-82-3563

11月19日 木 いきいき大学 10:00
年会費
1,000円
会員

神埼市教育委員会(社会教育課）
☎53-2325

11月22日 日 艶歌まつり 9:30 500円 艶歌祭り事務局
上村☎080-3981-0338

11月23日 月・祝 木原良子ピアノ教室発表会 13:30 無料 木原良子ピアノ教室
☎52-2423

11月27日 金 第一回歌の集い 9:30 無料 歌の集い事務局
岡☎080-5211-9067

※催物の内容等については、主催者へお問い合わせください。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

○と　き　11 月 14 日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　神埼市中央公民館　ロビー
○内　容　吹奏楽
○出演者　佐賀アルス吹奏楽団
○曲　目　♪津軽海峡冬景色♪銀河鉄道９９９♪
　　　　　♪川の流れのように♪ＴＶ時代劇メドレーほか

◎問い合わせ
　神埼市中央公民館　☎53-2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

▲10月は「コール脊振（上）、ALL ABOUT（下）」
　による演奏でした。

♬出演してくださる方を随時募集しています。お気軽にお問い合わせください。　♬入場無料

♪いろんなジャンルの音楽が聴けて楽しかった。
♪元気をもらった。
♪みんなと歌えてよかった。

[ 出演者から一言 ]

歌謡曲やジャズ、テレビでお馴染みの曲を演奏しますので、ぜひお

気軽にお越しください。

第４回直鳥クリーク公園まつり
　直鳥城跡を中心としたクリーク公園の歴史、文化への理解を深め
るとともに、自然の恵みのすばらしさを体感し、水辺空間での人と
人とのふれあい体験を通して、青少年健全育成や地域住民の絆を深
めるため、毎年、直鳥クリーク公園まつりを実施しています。
　中世の城跡直鳥環濠集落をどんこ舟とバルーンで探検しません
か。多くの方のご来場をお待ちしています。

○日時　11月15日（日）　８：00 ～ 12：00
○場所　直鳥クリーク公園（国道264号直鳥橋から南西方向200ｍ）
○催物内容
　どんこ舟での遊覧、バルーン係留飛行、バルーンアート、農作物の収穫体験（芋掘り、ピーナッツ）、環濠集落歴

史探検クイズ、高齢者陽だまりの場、むかし遊び、農作物等の直販会、来場記念抽選会など
◎問い合わせ　直鳥クリーク公園まつり実行委員会　槙☎44-3730　☎090-7458-6326

第４回直鳥クリーク公園まつり第４回直鳥クリーク公園まつり
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　つまみ食い講座は５人集まれば開講（成立）します。神埼市の人材バンクボランティア
講師による受講料無料（材料費のみ実費）の体験講座です。あなたの世界を広げてみませんか？
◆締め切り　講座①は締切なし。講座②③④は11月10日（火）講座⑤は11月24日（火）
◎申込・問い合わせ　神埼市中央公民館　☎53-2325　FAX53-4940
◎脊振公民館、千代田支所社会教育課窓口でも受け付けます。

　申込者多数の場合は、抽選により受講者を決定します。成立した講座の申込者には、改めてはがきで準備物など
をお知らせします。抽選漏れの場合と、残念ながら講座が成立しなかった場合は、電話でご連絡します。

講　座　名
（講　師）

内　　容
（実　費）

対象
人数

開催予定
日時・場所

①
笑いヨガ

（赤司　久美子）

笑いヨガで健康・元気になりませんか？笑い
と呼吸法で、変わりますよ！素適になります
よ！皆さんの参加、待ってます!!　無料
準備：タオル、お茶　当日参加もＯＫです。

成人男女
何名でも

１回

11月14日（土）
午前10時～正午
神埼市中央公民館
和室１・２

②

エコクラフトで
手提げバッグ

（堤　紀代子）

エコクラフトの基本から学びます。２回でお
しゃれな手提げバッグが作れます。本を見て
も分からなくて･･･と困っていた方、チャン
スです。
準備：はさみ、メジャー（実費1,000円）

成人男女
10人程度

２回

11月18日（水）
12月２日（水）
午前９時30分～正午
神埼市中央公民館　
第２研修室

③

わらべうた
ベビーマッサージ

（古賀　志穂）

わらべ歌を歌いながら楽しく覚えることがで
きるベビーマッサージです。ママの手のぬく
もりから愛情をキャッチして赤ちゃんもニッ
コリ笑ってくれますよ。
準備：バスタオル、お茶

（実費500円　防水シート＆オイル）

１才まで
の赤ちゃ
んと保護
者10組
１回

11月20日（金）
午前10時30分～
　　　　　　　正午
神埼市中央公民館
和室１・２

④

脊振の
さしみこんにゃく

（森﨑　三善）

脊振のやわらかくておいしいさしみこんにゃ
くを作りましょう。決め手となるアク水の作
り方も伝授してもらいます。初めての方を優
先します。
準備：調理用ゴム手袋、エプロン（実費300円）

成人男女
15人程度
１回限度

11月21日（土）
午前９時～午後１時
脊振公民館　調理室

⑤

はじめての　
　　いけばな
池坊　花友会
（森　妙美）

気軽に花を生けてみませんか？１日目は、季
節の花をオアシスに。２日目は、行事の花 
Ｘ’masを華やかに！花器も剣山も持たずに
ＯＫ。準備：花はさみ又は万能はさみ（実費
２回で3,000円）

成人男女
24日締切
10人程度

２回

12月４日（金）、18
日（金）
午後６時30分～８時
神埼市中央公民館　
第４研修室

キリトリ線

☆申込書　　脊振公民館・神埼市中央公民館・千代田支所社会教育課へ
講　座　名 名　　前 住　　　所 電　　話

☆提案します　私は、こんな講座ができます。（講座名　　　　　               　　）

佐賀県民カレッジ
対象講座

つまみ食い講座つまみ食い講座
第24弾！
11月～
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公民館だより

iPad講座を開催します！

「プリザーブドフラワー教室」～クリスマスアレンジ～
　プリザーブドフラワーを作ってみたいけど、一人で
体験するのはなんとなく・・と、ためらっていらっしゃ
る方いませんか？公民館講座として、初心者向け「プ
リザーブドフラワー教室」を開
催しますので、この機会にぜひ
一緒に作りましょう。

◎申込・問い合わせ
　神埼市中央公民館
　☎53-2325
　ＦＡＸ：53-4940

○日時　11月27日（金）午後７時～９時
○場所　神埼市中央公民館　第２研修室
○講師　森　薫先生（ＩＦＡプリザーブドフラワーズ

デザイナー、アトリエ・リブラ店主）
○募集人員　15人程度（申込多数の場合は抽選）
○材料費　2,500円
○持参する物　ハサミ（キッチンバサミ可）、あればピ

ンセット、持ち帰り用マチ広袋
○申込方法　申込先へ電話・ＦＡＸにて、氏名・住所・

電話番号を連絡ください。
○申込締切日　11月20日（金）

○場所　神埼市中央公民館
○受講料　4,000円
※講座初日にいただきます（お釣りの無いようにお願

いします）。
○申込締切日　11月20日（金）
○申込方法　電話またはＦＡＸで、氏名・住所・電話

番号を連絡ください。
◎申込・問い合わせ　神埼市中央公民館
　☎53-2325　ＦＡＸ：53-4940

　気になっていたけれども、ふれる機会が無い、お孫
さんからプレゼントされたけど使ってない等々、この
機会にｉＰａｄの操作を学んでみませんか。
○内容　入門コース（全６回、基礎操作、メール送受信、

アプリの扱い方等）
○日時　12月１日（火）、３日（木）、８日（火）、10

日（木）、15日（火）、17日（木）（計６回）
　午後７時～午後９時
○定員　20人。応募者多数の場合は抽選により決定。

希望者が15人に満たない場合は中止します。

 
開催報告☆

水
ウェンズデイ

曜サークル　
第５回講座「ディッシュガーデン」

筆ペンで美文字を
ＧＥＴ！できました

　９月９日に、公民館講座「水
ウェンズデイ

曜サークル」第５回
講座「ディッシュガーデン」を第一園芸センターの
田中雄一郎さんを講師に迎え開催しました。ディッ
シュガーデンとは、皿の中に観葉植物を配置し、水
苔を苗の隙間と表面に張れば出来上がりです。どの
植物にしようかと皿の上に置いては交換してみたり
しながら、オリジナルのディッシュガーデンが出来
ました。上手く育てれば１年間位楽しむことができ
るそうです。
　今回で最後の講座でしたが、参加者からは「新し
い友達ができた」「色々な面で興味が湧いた。まだ続
けたい」などの声が聞かれました。これをきっかけ
にして友達の輪が広がり、新しいことを始めていた
だければと思います。

　10月16・23日に、２回連続公民館講座「実用書
道教室」を志岐敏光先生を講師に迎え開催しました。
　書き慣れない筆ペンで２時間も続けて書けるか心
配していましたが、みなさん熱心に書いて先生にご
指導いただいたので時間が足らないほどでした。参
加者からは、「楽しみながら字を書けた」「充実した
時間が過ごせた」「少し感覚もわかったので、自信を
持って書きたい」という声が聞かれました。
　今後、のし袋に書く時は「私にまかせて」と言え
るのではないでしょうか。
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11月のおすすめの本 
「歌の旅びと　上・下」
� 五木寛之／著　潮出版社

「ほしじいたけ　
　　　　ほしばあたけ」

さく・え　石井基子　講談社

　人気のラジオ深夜便のトーク
エッセイ。ふるさとの詩や人を
訪ね歩く風土記。

　長老きのこの、智恵と勇気のお
はなしが詰まった、驚きがいっぱ
いの楽しいきのこ絵本。

　「家読（うちどく）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみませ
んか。これが「家読（うちどく）」です。
　神埼市立図書館には、家読オススメの本がありますよ。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

◆おはなし会◆

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先

神埼市立図書館
（中央公民館２階）

9：00 ～
18：00

火曜日・祝日
※３日（火）は開館します。

神埼市立図書館
☎53-2304

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階） 祝日・土・日曜日 社会教育課

☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階） 祝日・日曜日 脊振分館

☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

○とき　11月15日（日）
　　　　午前10時30分から
○ところ　神埼市中央公民館
　　　　　２階　和室

☆発表　上半期貸出ベストテン☆ 2015　第69回読書週間
～「いつだって、読書日和」～

　10月27日（火）～ 11月９日（月）（文
化の日を中心にした２
週間）は秋の読書週間で
す。期間中にリサイク
ル本を無料配布します。

新しいＣＤ／ＤＶＤが
　　　　　入りました！

児童 書名 著者名 出版社
1 サバイバルシリーズ ゴムドリ 朝日新聞出版

2 しずくちゃんシリーズ ぎぼ　りつこ 岩崎書店

3 ドラえもん科学ワールド動
植物の不思議 藤子・F・不二雄 小学館

4 ベイマックス ― KADOKAWA

5 かあさんのしっぽっぽ 村中　李衣 BL出版

6 クレヨンからのおねがい！ ドリュー・デイ
ウォルト ほるぷ出版

7 ぼくはうちゅうじん 中川　ひろたか アリス館

8 アナと雪の女王エルサのサ
プライズ ― KADOKAWA

9 あしたあさってしあさって もりやまみやこ 小峰書店

10 黒田官兵衛 加来耕三/企画 ポプラ社

一般 書名 著者名 出版社
1 悲嘆の門 宮部　みゆき 毎日新聞社

2 火花 又吉　直樹 文芸春秋

3 ソロモンの偽証 宮部　みゆき 新潮社

4 サラバ！ (上・下) 西　加奈子 小学館

5 おにぎらずアイデア帳 金丸　絵里加 東京書店

6 虚ろな十字架 東野　圭吾 光文社

7 九年前の祈り 小野　正嗣 講談社

8 祈りの幕が下りる時 東野　圭吾 講談社

9 維新の肖像 安部　龍太郎 潮出版社

10 絶唱 湊　かなえ 新潮社
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♪健康コラム♪ 「11月14日は世界糖尿病デーです」
　今月14日は、「世界糖尿病デー」となっており、
世界各地で糖尿病の予防や治療に関する啓発活動が
行われます。エッフェル塔や万里の長城、東京タワー
などの建造物がシンボルカラーであるブルーにライ
トアップされる催しもあります。
　糖尿病は、世界の成人人口のおよそ５～６％とな
る２億4,600万人が抱える病気です。
　さらに、年間380万人以上の人々が糖尿病の引き
起こす合併症などが原因で亡くなっており、世界の
どこかで10秒に１人の方が糖尿病に関連する病で命
を奪われていると言われています。
　日本でも、40歳以上の方の３人に１人が糖尿病ま

たはその予備群であるとされており、
今後も患者数は増加すると予測され
ています。糖尿病は自覚症状に乏し
く、気づいたときには重症化してい
ることがあります。早期発見のため
には、定期的に健診を受けることが大切です。
　世界糖尿病デーの公式ホームページには、開催イ
ベントについての情報も掲載されています。糖尿病
について知るきっかけとなれば幸いです。

◎問い合わせ　　
　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6 ヶ月からの未就園児）
11月のママサロン＊と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

11月

5日（木） 全年齢児 公園で遊ぼう 次郎の森公園
12日（木） 2歳以上児 元気モリモリ

千代田町保健センター
19日（木） 全年齢児 おはなしな～に
26日（木） 0,1歳児 リズム遊び

12月
3日（木） 1歳以上児 ＡＢＣで遊ぼう

10日（木） 2歳以上児 リズム遊び

と　き ところ
10日（火） 千代田町福祉センター

17日（火）
千代田町保健センター

24日（火）

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談、お
問い合わせください。
◎申込・問い合わせ　神埼市子育て支援センター（千代田町保健センター内）　☎44-4908

※いずれも10：00～11：30で開催。

※ひだまりの会の詳しい内容は市のホームページでご覧になれます。

５日（木）…秋空の下、季節の
変化を感じながら、みんなで外
で遊びましょう。現地集合・現
地解散です。雨天時は千代田町
保健センターで遊びます。

12日（木）…2歳以上のお子さんで親子で
簡単なおやつを作って食べましょう。16
組限定。11月２日（月）から予約受付開
始です。アレルギー対応食ではありません。
持ち物など、詳細は電話でお尋ねください。

19日（木）…マザーグースさん
をお招きして、楽しい絵本の読
み聞かせをしてもらいます。そ
の後、身長体重測定をします。

26日（木）…講師の持丸先生とリズ
ム遊びをします。お子さんと一緒に
身体を動かしてみませんか？

　子育てに関する相談にのったり、親子で参加する様々な取り組みや講座などの学習機会、地域の情報などを提供し、家庭
教育を応援するチームです。また、学校支援のボランティアもコーディネートしています。

と　き 内　　　容 ところ

11月16日（月）  　
10：30 ～ 14：30

ほっとサロン（ご都合のよい時間にどうぞ）
どなたでもお気軽にお越しください。時間のある方はおにぎりを
持ってきて一緒に食べませんか。

神埼市中央公民館
１階和室

11月23日（月・祝）
10：00 ～ 11：30

臨床心理士『吉村春生先生を囲んで座談会』
子どものことでお悩みの方、どんな小さい事でもかまいません。
お話しませんか。秘密は守られます。

千代田町保健センター
１階和室

※どなたでも参加は自由です。皆さんの参加をお待ちしています。
　詳細は「おむすび11月号」（脊振公民館、神埼市役所、千代田支所、保健センターなどに設置）をご覧ください。
◎問い合わせ　神埼市教育委員会　おむすびチーム　☎44-2731

地域と家庭と学校の子育て応援団　“おむすびチーム”からのお知らせ
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こども健康カレンダー（10月１日～ 11月15日）
と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

11月

６日（金）すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30

神埼町保健センター

０歳～就学前までの乳幼児
９日（月）あかちゃん広場 13：15～13：30 １歳未満の乳児
16日（月）乳幼児相談 �９：30～11：00 ０歳～就学前までの乳幼児

18日（水）
1歳6か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成26年３月～４月生
フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 １歳６か月児健診後～４歳未満児

20日（金）
3歳児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター

平成24年２月～３月生
フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 １歳６か月児健診後～４歳未満児

27日（金） 3～4か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30 平成27年７月～８月生
30日（月）乳幼児相談 �９：30～11：00 ０歳～就学前までの乳幼児

12月

４日（金）すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30 ０歳～就学前までの乳幼児
７日（月）あかちゃん広場 13：15～13：30 神埼町保健センター １歳未満の乳児

８日（火）
リトルわんぱくKID'S �９：30～10：00 脊振公民館 ０歳～就学前までの乳幼児
ことばの相談（要予約） 13：30～16：30

神埼町保健センター
１歳～就学前までの乳幼児

14日（月）乳幼児相談 �９：30～11：00 ０歳～就学前までの乳幼児

☆フッ化物塗布のご予約は、問い合わせ先までお願いします。
　(1歳6か月児健診および3歳児健診では、希望者全員に

実施します)

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　　☎51-1234
　　　　　　　（千代田町保健センター）　☎44-2021

※診療時間　午前９時から午後５時まで

月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

11月１日

（日）

中尾胃腸科医院
神埼町田道ヶ里2284-1
☎52－3295（外・整外・胃・内）

福嶋内科医院
千代田町境原2496－3
☎44－2141（内・小）

11月３日

（火・祝）

おおつぼ内科医院
神埼町本堀3199－1
☎52－3130（内）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52－2022（外・内・胃・整外）

11月８日

（日）

栗並医院
神埼町枝ヶ里76－1
☎52－2977（内）

しらいし内科
神埼町城原1256－1
☎52-3848（内・循）

11月15日

（日）

目達原整形外科
吉野ヶ里町吉田2900
☎52－3717（整外）

南医院
千代田町直鳥808－1
☎44－2777（外・胃・整外）

11月22日

（日）

なかしま整形外科クリニック
神埼町本堀2934－25
☎51－1430（整外）

久和会　和田医院
神埼町神埼293
☎52－2021（内・小・胃）

11月23日

（月・祝）

くらとみ眼科医院
神埼町田道ヶ里2435－１
☎52－8841（眼）

古賀内科
千代田町境原282－2
☎44－2311（内・小・胃）

11月29日

（日）

ごんどう耳鼻咽喉科
神埼町田道ヶ里2226－1
☎55－7001（耳・アレ）

和田医院
千代田町嘉納1319－18
☎44－2046（内・小）

12月６日

（日）

みつます耳鼻咽喉科
吉野ヶ里町吉田2906－1
☎53－8820（耳・アレ）

中下医院
千代田町餘江128
☎44－2488（内）　

12月13日

（日）

みねこ皮ふ科クリニック
吉野ヶ里町吉田2154－3
☎51－1655（皮・アレ）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396
☎53－1818（内・胃・呼）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医
かるがもランド開催します！

○と　き　12月９日（水）
　　　　　10：00開場　10：30開演～お昼ごろ
○ところ　千代田文化会館「はんぎーホール」
○内　容　子育てシンガーｍｏｎさんによるメッ

セージコンサート
○参加費　無料　※予約不要
○主　催　神埼市母子保健推進協議会

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係

　（神埼町保健センター）　☎51-1234

　マタニティさん、就
学前までのお子さん、
ご家族の皆さんどなた
でもご参加ください。

※ご来場のお子さまへは、ささやかなプレゼントが
あります。

～ｍ
モ ン

ｏｎさんクリスマスコンサート～
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● 

募　

集 

●

税

務

課
　

臨

時

職

員

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　

参
加
者

佐
賀
県
が
ん
患
者
・
家
族
集
い
の
会

第
22
回
吉
野
ヶ
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

    

in
神
埼
市　

参
加
者

司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後
見
制
度

　
　
　

入
門
講
座　

受
講
者

○
と
き

　

平
成
28
年
１
月
24
日
（
日
）

　

受
付　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

　

開
会
式　
　

午
前
９
時
30
分
～

○
と
こ
ろ

　

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
内
お
よ
び
周
辺

○
種
目

・
２
㎞
ふ
れ
あ
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー

ス
（ 

小
学
生
以
上
）

・
４
㎞
コ
ー
ス
（
小
学
生
以
上
）

・
10
㎞
コ
ー
ス
（
高
校
生
以
上
）

○
参
加
料
（
１
人
あ
た
り
）

　

小
・
中
学
生�

５
０
０
円　
　

　

高
校
生�

１
，０
０
０
円　
　

　

大　

人�

２
，０
０
０
円　
　

○
申
込
締
切　

12
月
７
日
（
月
）

　

※
当
日
消
印
有
効

○
申
込
方
法

◆
個
人
の
場
合　

専
用
の
申
込
書

（
振
込
用
紙
）
を
使
っ
て
参
加
料
を

郵
便
局
で
納
入
く
だ
さ
い
。

◆
団
体
の
場
合　

専
用
の
団
体
申
込

書
を
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
神

埼
市
体
育
協
会
ま
で
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
参
加
料
は
専
用
の
振
込
用

紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

・
申
込
後
の
種
目
変
更
や
参
加
料
の

　

返
還
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
大
会
当
日
の
参
加
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

・
参
加
者
の
氏
名
を
大
会
冊
子
に
掲

載
し
ま
す
。

○
申
込
書
設
置
場
所

　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館
、
千
代
田

　

支
所
社
会
教
育
課
、
脊
振
公
民
館

○
特
別
招
待
選
手

　

東
洋
大
学
陸
上
競
技
部

申

・
問

神
埼
市
体
育
協
会
事
務
局

　

☎
５
２
‐
３
７
５
０

○
業
務
内
容

　

税
務
課
事
務
補
助
お
よ
び
確
定
申

告
事
務
補
助

○
募
集
人
員　

３
人

○
雇
用
期
間

　

平
成
28
年
１
月
中
旬
～

　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
下
旬

　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

○
賃
金　

日
額
６
，３
０
０
円

○
応
募
資
格

　

市
内
在
住
で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
の

で
き
る
方

○
勤
務
条
件
　

　

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
有
り

○
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）、

官
製
は
が
き
（
返
信
先
記
入
）
を

税
務
課
ま
で
、
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

11
月
５
日
（
木
）
～
13
日
（
金
）

※
持
参
の
場
合
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

※
郵
送
の
場
合
は
、当
日
消
印
有
効
。

○
選
考
方
法

　

書
類
選
考
・
面
接

※
面
接
日
は
、
後
日
は
が
き
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

申

・
問

税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

　

〒
８
４
２
‐
８
６
０
１

　

神
埼
市
神
埼
町
神
埼
４
１
０

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

有
料
広
告

有
料
広
告

○
と
き　
　

12
月
６
日
（
日
）

　

開
会
式　

午
前
８
時
40
分
～

　

競
技
開
始　

午
前
９
時
～

○
と
こ
ろ　

千
代
田
町
次
郎
体
育
館

○
対
象
者　
　

小
学
生
以
上

○
参
加
資
格

　

市
内
居
住
者
お
よ
び
勤
務
者
・

通
学
者

○
申
込
方
法

　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館
、
千
代
田

支
所
社
会
教
育
課
、
脊
振
公
民
館
に

置
い
て
い
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
い
ず
れ
か
の
施
設
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切　

11
月
24
日
（
火
）

申

・
問

神
埼
市
体
育
協
会
事
務
局

　

☎
５
２
‐
３
７
５
０

○
と
き　

11
月
28
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
４
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象

　

が
ん
患
者
ま
た
は
そ
の
家
族
30
人

（
受
付
順
）

○
内
容

・
勾
玉
づ
く
り
（
大
森
武
志
先
生
）

※
タ
オ
ル
、
エ
プ
ロ
ン
、
飲
み
物
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
親
睦
交
流
会

○
参
加
費　

一
人
３
０
０
円

○
申
込
締
切　

11
月
20
日
（
金
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申

・
問

佐
賀
県
総
合
保
健
協
会

　

☎
２
７
‐
４
６
６
６

○
と
き　

11
月
７
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
５
時

○
と
こ
ろ　

佐
賀
県
司
法
書
士
会
館
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中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

　
　
　

か

ら

の

ご

案

内

～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
‐
０
１
１
６
）
ま
で

有
料
広
告

● 

お
知
ら
せ 

●

日
本
語
教
室
か
ん
ざ
き　

参
加
者

子
育
て
就
活
フ
ェ
ス
タ

佐
賀
県
精
神
保
健
福
祉
大
会

神

埼

歩

こ

う

会

第

33

回

九

州

矯

正

展

年

末

調

整

説

明

会

～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
‐
０
１
１
６
）
ま
で

晩
秋
の
「
九
年
庵
」
特
別
公
開
と

王
仁
神
社
お
ふ
る
ま
い　
　
　

　
　
　
　

Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

○
と
き　

11
月
28
日
（
土
）

○
コ
ー
ス　
（
12
㎞
）

　

神
埼
駅
～
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
～

竹
原
王
仁
神
社
～
九
年
庵
～
仁
比

山
神
社
～
白
角
折
神
社
～
神
埼
駅

○
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
11
時

○
受
付
場
所　
Ｊ
Ｒ
神
埼
駅　

北
口

○
参
加
料　

無
料

※
九
年
庵
へ
の
入
園
に
は
、
美
化
協

力
金
（
３
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

有
料
広
告

有
料
広
告

○
申
込
方
法　

電
話
に
よ
る
受
付

※
定
員
50
人
（
受
付
順
）

○
受
講
料　

無
料

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問（
公
社
）成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
佐
賀
支
部　

☎
２
９
‐
０
６
２
６

○
と
き

　

11
月
14
日
（
土
）、
28
日
（
土
）

　

午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
受
講
料
　
無
料

申
・
問

日
本
語
教
室
か
ん
ざ
き
（
小

山
）
メ
ー
ル
：

　
nihongokanzaki@

gm
ail.com

問

神
埼
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課

内
）
☎
３
７
‐
０
１
０
７

　

就
職
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
方
を

対
象
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
子
育

て
中
の
従
業
員
と
直
接
話
が
で
き
る

企
業
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

○
と
き　

11
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

マ
リ
ト
ピ
ア

○
主
催　

佐
賀
県
雇
用
労
働
課

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
（
要
予
約
）

問

（
株
）
佐
賀
電
算
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
世
代
の
就
活
フ
ェ
ス
タ
事

務
局　

☎
３
４
‐
１
５
３
５

◆
小
規
模
企
業
共
済
制
度　
　
　
　

　

個
人
事
業
主（
共
同
経
営
者
含
む
）・

会
社
等
の
役
員
の
方
が
事
業
を
や
め

ら
れ
る
場
合
な
ど
に
備
え
て
、
あ
ら

か
じ
め
資
金
を
準
備
し
て
お
く
共
済

制
度
で
、「
小
規
模
企
業
の
経
営
者

の
た
め
の
退
職
金
制
度
」
と
い
え
ま

す
。
毎
年
、
掛
金
が
所
得
控
除
と
な

る
た
め
節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。　

◆
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

　
（
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）

　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
取
引

先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因
で
、
経
営

悪
化
の
危
機
に
直
面
し
て
し
ま
っ
た

と
き
に
資
金
を
借
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。
無
担
保
・
無
保

証
人
で
、
積
み
立
て
た
掛
金
の
10
倍

の
範
囲
内
（
最
高
８
，０
０
０
万
円
）

で
被
害
額
相
当
の
共
済
金
が
借
入

れ
可
能
。﹃
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
﹄

を
賢
く
利
用
す
る
こ
と
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

問

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１
７
１

○
と
き　

11
月
11
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
４
時

○
と
こ
ろ　

白
石
町
総
合
セ
ン
タ
ー

○
内
容

・
講
演
「
亭
主
が
変
わ
れ
ば
日
本
が

変
わ
る
」

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
か
し
ま
ん
に

わ
か
」

・
障
が
い
者
の
作
品
展
示
・
販
売
等

※
入
場
無
料

問

佐
賀
県
障
害
福
祉
課

　

☎
２
５
‐
７
０
６
４

○
と
き　

11
月
17
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル

○
対
象
者

　

神
埼
市
の
源
泉
徴
収
義
務
者

※
年
末
調
整
関
係
書
類
（
案
内
状
同

封
）を
事
前
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

ご
出
席
の
際
は
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

問

鳥
栖
税
務
署　

法
人
課
税
部
門

　

☎
０
９
４
２
‐
８
２
‐
３
５
６
３

　

毎
月
１
回
市
内
・
外
で
10
㎞
程
度

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
左
記
の
日
程

で
行
わ
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
例
会
に

参
加
さ
れ
る
か
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

11
月
14
日
（
土
）

　

午
前
９
時
集
合

※
雨
天
時
は
原
則
中
止
。

○
集
合
場
所　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
行
き
先　

東
与
賀
海
岸
（
車
）

○
距
離　

約
10
㎞

○
会
費
（
一
般
）　

２
０
０
円

※
弁
当
持
参

問

江
頭　

☎
５
２
‐
３
８
６
６

○
と
き

　

11
月
21
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　

11
月
22
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

市
村
記
念
体
育
館

問

佐
賀
少
年
刑
務
所

　

☎
２
４
‐
３
２
９
１
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エ
イ
ズ
検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

子
育
て
サ
ロ
ン﹃
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
﹄

中
小
企
業
向
け　

出
張
金
融
相
談

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

交

通

災

害

共

済

か

ら

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
「
く
す

の
み
園
」
平
成
28
年
度
入
園
受
付

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権　
　
　

　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

募集種目 受験資格 受付期間 試験日 試験場所

自衛官候補生
（男子）

18歳以上27歳未満の方
（学歴不問） 随時受付中 平成27年12月５日（土） 目達原駐屯地

高等工科学校
（推薦） 15歳以上17歳未満の方

（中学卒業見込み）

平成27年11月１日～
平成27年12月４日

平成28年１月９日～ 11日
までの指定する１日 高等工科学校

高等工科学校
（一般）

平成27年11月１日～
平成28年１月８日 平成28年１月23日（土） 佐賀県駅北館

◎問い合わせ　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37-0088自衛官説明会案内自衛官説明会案内自衛官説明会案内

平和を仕事にする

　

交
通
災
害
共
済
で
は
、
平
成
27
度

ま
で
掛
金
、
共
済
見
舞
金
の
改
定
を

行
わ
ず
に
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、

支
出
額
が
収
入
額
を
超
過
す
る
状
態

が
毎
年
続
い
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
制

度
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
掛
金
収
入
に

見
合
う
見
舞
金
制
度
へ
の
改
正
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
見
舞
金
等
級
を

減
ら
し
つ
つ
見
舞
金
を
減
額
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。な
お
、

掛
金
に
つ
い
て
は
、
ご
加
入
し
や
す

い
よ
う
に
１
人
５
０
０
円
に
据
え
置

き
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で

に
発
生
し
た
事
故
に
よ
る
見
舞
金
請

求
は
、
従
来
の
等
級
表
で
の
請
求
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問

佐
賀
県
市
町
総
合
事
務
組
合

　

☎
２
５
‐
２
３
５
４

○
日
時　

　

11
月
29
日
（
日
）
13
時
～
15
時

　

11
月
30
日
（
月
）
17
時
～
20
時

　

12
月
１
日
（
火
）
９
時
～
20
時

○
と
こ
ろ
　

　

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所
２
階

※
予
約
不
要
、
匿
名
・
無
料
で
行
い

ま
す
。
採
血
後
１
時
間
程
度
で
結

果
が
出
ま
す
。

◆
こ
の
日
以
外
で
も
エ
イ
ズ
検
査
や

電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
電
話
相
談
】
月
～
金
曜
日　

　

８
時
30
分
～
17
時

・
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
３
３
‐
７
７
８
８

【
エ
イ
ズ
検
査
】

　

第
１
、
３
火
曜
日　

９
時
～
19
時

　

右
記
以
外
の
火
曜
日　

　

９
時
～
15
時

※
祝
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
く

問

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所　

　

☎
３
０
‐
３
６
２
２

　

発
達
の
遅
れ
や
集
団
生
活
に
不
安

の
あ
る
自
立
歩
行
可
能
な
在
宅
の
幼

児
を
対
象
に
、
日
々
通
園
の
集
団
療

育
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
対
象
年
齢　

２
歳
～
６
歳
未
満

○
予
定
人
員　

10
人
程
度

○
締
切
日　

12
月
10
日
（
木
）

問

佐
賀
県
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
６
２
‐
２
１
９
０

○
と
き
・
内
容

【
11
月
】（
毎
週
火
曜
日
開
催
）

・
10
日　

ア
ロ
マ
デ
ー
︽
マ
マ
デ
ー
︾

　

ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
ハ
ン
ド
）

※
先
着
５
人
（
受
付
順
）

・
17
日　

芋
掘
り

※
汚
れ
て
も
い
い
服
で
お
越
し
く
だ

さ
い

・
24
日　

す
く
す
く
成
長
記
録
会
＆

　
　
　
　

園
庭
開
放
日

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
予
約
不
要
。
参
加
費
無
料
。

問

大
立
寺
幼
稚
園
・
子
ど
も
の
家
保

育
園　

☎
４
４
‐
３
１
４
４

● 

相　

談 

●

○
と
き

　

11
月
16
日
（
月
）
～
22
日
（
日
）

○
時
間
　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
電
話
番
号

　

０
５
７
０
‐
０ゼ

ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

７
０
‐
８
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
国
共
通
）

○
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

※
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ

た
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

る
専
用
電
話
相
談
窓
口
で
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

融
資
の
申
し
込
み
、
返
済
の
見
直

し
や
経
営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
※
相
談
無
料

○
と
き　

11
月
16
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

本
所

　
　
　
　
　
（
☎
５
２
‐
７
１
３
１
）

問

佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４
‐
４
３
４
２

○
と
き　

11
月
12
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ　

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

○
対
象
者　

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町

で
農
業
を
始
め
た
い
方

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

申

・
問
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
園
芸
課

　

☎
５
３
‐
３
７
６
７

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が

お
受
け
し
ま
す
。
※
要
予
約

○
と
き　

11
月
30
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
１
回

50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
‐
６
２
９
６
‐
７
５
５
０
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

司法書士無料相談行政・人権相談

家庭児童相談・母子父子自立支援相談

消費生活相談

生活困窮の相談窓口

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

11月
6日（金）

10：00～12：00

神埼市役所 ３－３会議室東側
13日（金） 千代田支所 ２－３会議室

12月
4日（金） 神埼市役所 ３－２会議室
11日（金） 千代田支所 ２－３会議室

○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

11月
10日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
13日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
16日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

12月
8日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
11日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
21日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望
　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど

◎問い合わせ　市長公室　　　秘書広報係（本庁） 　☎37-0088
　　　　　　　千代田支所　　総合窓口課　　　　　☎44-2111
　　　　　　　脊振支所　　　総合窓口課　　　　　☎59-2111

○と　き　11月19日(木）��10：00～ 12：00
○ところ　神埼市役所　１－１会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　11月16日（月）まで
◎問い合わせ
　市長公室　秘書広報係　☎37-0088

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
父子家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽
にご相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　�9：00～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

　仕事や生活のことでお困りの方、借金でお悩みの方、病気
や障がい、その他さまざまな理由で経済的にお困りの方、ひ
とりで悩まないで気軽にご相談ください。専門知識を有した
相談支援員が、あなたに寄り添いながら他の専門機関と連携
し、解決に向けともに考え、取り組みます。※Ｐ13関連記事
◎申込・問い合わせ　神埼市生活自立支援センター　
　☎97-6730（千代田町福祉センター内）

と　き　 ところ・問い合わせ
毎週火・金曜日

��9：00～12：00
13：00～15：00

神埼市役所��商工観光課��☎37-0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日 ��9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　11月13日（金）15：00～ 17：00
○ところ　千代田町保健センター
○定　員　３人（１人40分程度）
※予約が必要です（当日11：00まで受付）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　いじめや不登校・しつけなど、学校や家庭生活の中での心
配ごとや悩みごとなど、ひとりで悩まないで気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く）�8：30～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　11月７日（土）、19日（木）
　　　　　13：00～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　11月21日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ
　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

○とき　　11月19日（木）　13：30～ 16：30
○ところ　脊振町高齢者生活福祉センター
○受付　　11月17日（火）まで　　※要予約
○定員　　６人（１人30分）
◎問い合わせ
　神埼市社会福祉協議会　脊振支所　☎59-2227

弁護士無料法律相談（社会福祉協議会）
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大
事
な
人
と
い
つ
ま
で
も
・
・
・

　

〜
救
急
の
日
記
念
式
典
講
演
よ
り
〜

〜
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
〜

 

心
肺
蘇
生
法
の
重
要
性

　

神
埼
市
郡
医
師
会
会
長

�

福
嶋
内
科
医
院　

福
嶋　

和
文 

先
生

救
急
を
要
す
る

 

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

　

神
埼
市
郡
医
師
会
理
事

�

小
森
医
院　

小
森　

啓
範 

先
生

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
の

取
り
組
み

　

神
埼
市
郡
医
師
会
理
事

�

神
埼
病
院　

橋
本　

峰
一 

先
生

身
近
な
危
険
・
有
毒
動
物
の
対
処
法

　

神
埼
市
郡
医
師
会
理
事

　
　
　
　

中
尾
胃
腸
科
医
院

　

中
尾　

昌
功 

先
生

　

わ
が
国
で
は
、年
間
７
万
人
以
上
の
方
が
、

心
血
管
系
疾
患
で
突
然
死
し
て
お
り
、
そ
の

内
の
７
割
以
上
は
自
宅
で
起
こ
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
緊
急
事

態
が
発
生
し
て
も
、素
早
く
心
肺
蘇
生
法（
胸

骨
圧
迫
・
人
工
呼
吸
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
＝
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
日

ご
ろ
か
ら
勉
強
と
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

一
秒
を
争
う
救
急
の
現
場
で
は
、
命
を
救

う
チ
ャ
ン
ス
は
僅
か
で
す
。
救
急
隊
到
着
ま

で
の
空
白
の
時
間
に
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人

が
、
心
肺
蘇
生
を
迅
速
に
開
始
す
る
か
ど
う

か
が
、
傷
病
者
の
救
命
率
と
社
会
復
帰
率
を

大
き
く
左
右
し
ま
す
。

　

救
命
の
連
鎖
（
リ
レ
ー
）
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
あ
な
た
が
勇
気
を
出
し

て
、
心
肺
蘇
生
を
開
始
し
、
命
の
リ
レ
ー
を

救
急
救
命
士
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
傷
病
者

の
救
命
に
、
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
小
児
の
気
管
支
喘
息
と
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
気
管
支
喘

息
は
、
発
作
性
の
呼
吸
困
難
、
喘
鳴
を
繰
り

返
す
の
が
特
徴
で
す
。
乳
児
喘
息
は
重
症
化

し
て
も
分
か
り
に
く
い
の
で
す
が
、
息
を
す

る
と
き
肋
骨
、
鎖
骨
の
上
が
へ
こ
む
の
は
重

症
化
の
サ
イ
ン
で
す
。
発
作
は
夜
に
増
悪
し

や
す
い
の
で
な
る
べ
く
昼
間
早
期
に
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
処
方
さ
れ
た
内
服
薬
や
吸
入
を
勝
手

に
止
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
最
近
多
く
な
っ

て
き
た
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
は
急
性
、

全
身
性
の
重
度
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
、
治

療
し
な
い
と
呼
吸
不
全
で
死
亡
す
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
エ
ピ
ペ
ン
で
早
期
に
対
処
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
子
ど
も
に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状
が
出

て
き
た
場
合
、
エ
ピ
ペ
ン
が
手
元
に
あ
れ
ば

早
期
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
使
用
に
関
し
て

は
当
事
者
間
で
事

前
に
打
ち
合
わ
せ

し
て
お
く
こ
と
が

望
ま
し
い
で
し
ょ

う
。

　

わ
が
国
で
は
、
今
か
ら
10
年
後
に
団
塊
世

代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
推
移

で
は
、
日
本
は
５
人
に
１
人
が
後
期
高
齢
者

と
な
り
ま
す
が
、
神
埼
市
で
は
約
18
％
、
吉

野
ヶ
里
町
で
は
15
％
が
75
歳
以
上
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
問
題
解
決
に
は
、
住
ま
い
・
医
療
・

介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
地
域
で
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
体
制
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
神
埼

市
郡
医
師
会
で
は
平
成
25
年
度
よ
り
、
こ
す

も
す
苑
・
橋
本
病
院
・
神
埼
病
院
が
グ
ル
ー

プ
窓
口
の
拠
点
と
な
り
、
他
職
種
協
働
に
よ

る
在
宅
医
療
支
援
体
制
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
）
の
構
築
を
目
指
し
、
在
宅
医
療
介

護
連
携
拠
点
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

神
埼
市
郡
医
師
会
は
、
行
政
と
協
力
し
て

地
域
の
方
々
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
生

活
の
場
で
必
要
な
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
、
安
心
し
て
自
分
ら
し
い
生
活
を

実
現
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
生
物
と
同
じ
生

活
圏
の
中
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
生
物
か
ら
、あ
る
と
き
は
恵
み
を
も
ら
い
、

ま
た
あ
る
と
き
は
害
を
受
け
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

私
た
ち
が
こ
の
害
を
受
け
た
時
に
、
今
ま

で
習
慣
的
に
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
本
当
に

正
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
講
演
を

す
る
に
あ
た
っ
て
、
対
処
法
を
は
っ
き
り
と

書
い
て
あ
る
医
学
書
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

多
く
の
方
が
共
通
に
考
え
て
い
る
「
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
」
そ
し
て
「
や
っ

て
は
い
け
な
い
こ
と
」
の
意
見
を
集
約
し
て

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
分
な
内

容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
ざ
そ
う

な
っ
た
場
合
に
、
皆
さ
ま
に
「
こ
う
や
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
言
え
る
道
し
る
べ
は
出
せ
た

の
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
講
演
が
、

少
し
で
も
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い

か
と
存
じ
ま
す
。

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

市
報
か
ん
ざ
き
10
月
号
Ｐ
16
の
「
市
民
公

開
講
座
」
の
時
間
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

︻
変
更
前
︼
午
後
３
時
～
５
時
30
分

︻
変
更
後
︼
午
後
２
時
30
分
～
５
時
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ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀
MY DEAR　神埼

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ

　こんにちは♪ＦＭ佐賀「MY DEAR 神埼」のお
のくみこです(*^^*)
　今月11月は「元気かんざき市民交流祭」と「神埼
市子どもまつり」の合同開催に「九年庵」秋の一般
公開と、神埼市が一年で一番賑わう月ヽ (=´▽`=)ﾉ
　「MY DEAR 神埼」でも番組がスタートして以来
毎年、「市民交流祭」では司会を、「九年庵の一般公開」
では九年庵前からラジオの公開生放送を行い、この
神埼「秋の２大イベント」盛り上げのお手伝いをさ
せて頂いていますv(´∀｀*v)
　特に今年度は、年度末の来年３月20日で神埼市
が合併してから10周年という節目の年ということ
もあり、「市民交流祭」と「子どもまつり」初の合
同開催！
　いつも以上に沢山の市民の皆さんにお集まり頂
き、楽しんで頂けたらと思っています。また、九年
庵前からの公開生放送でも10周年らしいお話など
を織り交ぜながら九年庵と市のＰＲに加え、合併
10周年をＰＲするスペシャルな内容でお送りしよ
うと思っています。
　実は、今年度の「MY DEAR 神埼」は、この九
年庵からの公開生放送に限らず、一年を通して「神
埼市合併10周年」を周知徹底する事に重点を置い
た番組構成となっているのをお気づきでしょうか？
具体的には、まず各取材の際に市民の皆さんにご協
力頂き「神埼市の◯◯です！神埼市は平成28年３
月20日で合併10周年です！」という声を録音し、
毎週番組の冒頭と番組の各コーナーが始まる前に収
録した市民の方の「10周年の声」からスタートし
ています。「MY DEAR 神埼」には４つのコーナー
がありますから、毎週55分間の中に４回の「10周
年を伝える声」が入ります。
　さらに、各取材の中で10周年を迎えるにあたり

「市民で良かった！と思うこと」また「今後の市に
望むこと」を伺い放送の中で紹介しています。
　このことを伺っていく中で特に特徴的なのが「子
育て世代」の皆さんの回答です。どなたに伺っても

「自然が多く、学校や病院も近くて各地域の皆さん
とても仲が良く、子育てをするための環境に恵まれ
た本当に子育てしやすい町（市）だと感じている。

そんな住みやすい今の環
境をこのまま守って欲し
い」という声が圧倒的に
多いことです。また、他
の地域から神埼市に越し
てこられた方の声とし
て多いのが「神埼の子
どもたちは本当によく
挨拶をしてくれて気持ちがいい。このまま子ども
たちがのびのびと育ってくれるような市であって欲
しい」という声も多く、インタビューしていて嬉し
くなります。
　確かに取材をしていても各地域の皆さんが本当に
温かく仲が良い場面を多々目にし、子どもたちも大
きな声で気持よく挨拶をしてくれることに、私自信も
最初は驚きましたが、今となっては「これが神埼なん
だよ、いい所でしょ？」と、新しく入ったスタッフに
は必ずドヤ顔で（笑）自慢しています(￣―￣)ｴﾍﾝ
　もし見たことがない人や怪しい人がウロウロして
いたら住民の方や、周りの方がすぐに気付き、子ど
もたちやお年寄りを何気なく気遣い守ってくださる
であろう安心感があり、取材をする度にスタッフと

『都会で隣に誰が住んでいるのかわからないような
暮らしをしている人が見たら、きっと神埼に住みた
くなるよねぇ』そんな会話を繰り返しています。
　合併してまもなく10周年、今までの良いところ
はそのままに『益々住みやすく暮らしやすくなった
よ！』そんな嬉しいお声をさらに沢山の市民の皆さ
んから伺い、ラジオやＵＳＴ・ツイキャスで県内だ
けでなく全国や世界中の方にお伝えできることをこ
れからも楽しみにしています(*^^*)

『MY DEAR 神埼』ナビゲーターおのくみこ

第７回
「～神埼が一年で一番
　　　　賑やかな月に～♡～」

国民年金保険料「５年の後納制度」開始！
　過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付することで、将来の年金額を増やすことができる「後納制度」
が、10月１日から３年間限りの特例として開始されました。
　なお、老齢基礎年金を受給している方などは、同制度の利用はできません。
　利用するには、申し込みが必要です。詳しくは、下記までお問い合わせください。
◆国民年金保険料専用ダイヤル　☎0570-011-050
　受付時間／月曜日８：30 ～ 19：00　火～金曜日８：30 ～ 17：15　第２土曜日９：30 ～ 16：00
◆佐賀年金事務所　☎31-4191
　受付時間／月～金曜日８：30 ～ 17：15
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行政トピックス

協
力
を
約
束
！
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

「
災
害
時
に
お
け
る

地
域
防
災
活
動
に
関
す
る
協
定
」

「
日
承
工
業
（
株
）
と
立
地
協
定
」

「
地
域
に
お
け
る

高
齢
者
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
」

　

９
月
30
日
、
市
は
ト
ヨ

タ
紡
織
九
州
（
株
）
と
「
災

害
時
に
お
け
る
地
域
防
災

活
動
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
に
よ
り
、

大
規
模
な
地
震
や
風
水
害

等
の
災
害
に
よ
り
長
期
的

な
避
難
が
生
じ
た
場
合
に
、
同
社
敷
地
内
に
あ

る
体
育
館
を
避
難
所
と
し
て
使
用
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
避
難
所
の
提
供
に
当
た
り
、

社
内
に
は
、
上
水
道
タ
ン
ク
、
毛
布
、
非
常
食
、

自
家
発
電
等
多
く
の
避
難
所
と
し
て
の
設
備
も

整
っ
て
お
り
、「
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

ち
た
い
」
と
い
う
申
し
出
に
よ
り
、
今
回
の
協

定
を
締
結
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
、
市
は
日
承
工
業
（
株
）
と

立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
自
動
車
照
明
部
品
製
造
メ
ー

カ
ー
で
平
成
20
年
に
神
埼
町
田
道
ヶ
里
に

進
出
。
今
回
、
事
業
拡
大
に
よ
り
、
神
埼

町
的
へ
移
転
増
資
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
移
転
増
資
は
、
九
州
に
お
け
る
さ

ら
な
る
生
産
体
制
の
強
化
と
物
流
ネ
ッ
ト

　

10
月
１
日
、
市
は
第
一

生
命
保
険
（
株
）
と
「
地

域
に
お
け
る
高
齢
者
見
守

り
活
動
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
訪
問
時
に
体

調
悪
化
を
発
見
し
た
と
き

な
ど
、
生
命
保
険
の
本
業

中
に
住
民
の
方
の
何
ら
か
の
異
変
に
気
付
い
た

場
合
、
市
に
情
報
提
供
し
て
も
ら
い
、
市
が
関

係
機
関
と
連
携
し
早
期
対
応
に
結
び
つ
け
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

高
齢
者
の
多
い
神
埼
市
に
お
い
て
、
高
齢
者

を
巻
き
込
む
事
件
事
故
の
未
然
防
止
に
つ
な
が

る
と
、
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
の
効
率
化

を
図
る
こ
と
を
目

的
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
新
工
場

を
操
業
す
る
に
あ

た
り
、
新
規
雇
用

者
を
５
人
採
用
さ

れ
る
予
定
で
す
。

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
神
埼
市
を
Ｐ
Ｒ

農
作
業
の
安
全
に
つ
い
て
学
ぶ

下
村
湖
人
生
誕
１
３
１
年
生
誕
祭
を
開
催

　

10
月
２
日
か
ら
９
日
ま
で
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
神

埼
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
５
階
フ
ロ
ア
に
設
置
さ
れ
た
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
旗
を
使
っ
て
神
埼
市
を
Ｐ

Ｒ
。
全
国
各
地
か
ら
訪
れ
て
い
た
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
九

年
庵
や
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
手

渡
し
ま
し
た
。
外
国
か
ら
の
旅
行
客
も
多
く
、
英
語
版
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
神
埼
市
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

　

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
く
ね
ん
ワ
ン
」
は

観
光
客
に
も
人
気
で
、
会
場
は
握
手
や
写
真
撮
影
を
楽
し

む
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
、
秋
の
農
作
業
安
全
運
動
に
あ

わ
せ
、
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所
で
市

主
催
の
農
作
業
安
全
推
進
研
修
会
を
開
催

し
、市
内
の
農
家
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
を
県
園
芸
課
や
Ｊ
Ａ
か
ら
迎
え
、
具

体
的
な
事
故
事
例
や
安
全
に
農
作
業
を
行
う

際
の
注
意
点
が
説
明
さ
れ
、
特
に
農
業
機
械

の
作
業
は
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
や
す

く
、
安
全
な
服
装

で
の
作
業
が
必
要

と
い
う
こ
と
を
実

演
で
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
研
修

を
活
か
し
、
事
故

の
な
い
よ
う
安
全

に
農
作
業
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

10
月
３
日
、「
次
郎
物
語
」
著
者
と
し
て

知
ら
れ
る
千
代
田
町
出
身
、
下
村
湖
人
の
生

誕
１
３
１
年
を
祝
う
催
し
が
、
下
村
湖
人
生

家
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
約

１
２
０
人
の
関
係

者
が
出
席
。
市
内

小
中
学
生
を
対
象

と
し
た
「
次
郎
物

語
」
読
書
感
想
文
・

読
書
感
想
画
、「
次

郎
の
家
」
ス
ケ
ッ

チ
大
会
の
入
賞
者

の
表
彰
や
、
読
書
感
想
文
最
優
秀
賞
者
に
よ

る
朗
読
、
千
代
田
東
部
小
学
校
の
６
年
生
に

よ
る　

生
家
お
よ
び
次
郎
に
つ
い
て
の
説
明

も
行
わ
れ
、
下
村
湖
人
の
偉
業
を
讃
え
ま
し

た
。



35 市報かんざき 2015.11月号

千代田町内・脊振町内
の小中学校へ寄贈

みんなで一致団結！町民体育大会　開催

神埼理容組合
ボランティア清掃で地域貢献

　８月27日、千代田東部・中部・西部各小学校と千
代田中学校、脊振小学校および脊振中学校の合計６
校に書架、一輪車、テーブルなどが、トヨタ紡織九
州（株）から寄贈されました。　　　
　これは会社組織からの寄付金ではなく、同社の社
員皆さまが、地域貢献をしたいと自主的に毎月一定
額積み立てられて寄贈されたものです。
　受け取った各学校の校長は、「大変ありがたいです。
寄贈された品については、大切に利用させていただ
きます」と話していました。

　９月14日、日の隈公園で神埼理容組合によるボラ
ンティアで、ごみ・空き缶拾いが行われました。
　この活動は、毎年９月の第２月曜日に同組合が清
掃ボランティアを行っているもので、今年で10年目
になります。
　今回の、ボランティア清掃には17人の方が参加さ
れ、園内を綺麗にしていただきました。

　10月11日、神埼町と千代田町で町民大会が開
催されました。子どもから大人まで力をあわせ、
競技に応援に参加しました。
◆千代田町民体育大会
・総合の部
　優勝：﨑村　準優勝：渡瀬　３位：川崎

◆神埼町民体育大会
・70戸以上の部
　優勝：犬の目　準優勝：出来町　３位：小渕
・70戸未満の部
　優勝：川寄　準優勝：曽根ヶ里　３位：大依
・入場行進パフォーマンス賞　竹原、姉川上分、神納

【千代田町民体育大会】 【神埼町民体育大会】
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シ
リ
ー
ズ 

21

シ
リ
ー
ズ
21

　

神
埼
市
内
に
は
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
り
、
技
術
の
向
上
や

交
流
の
輪
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
切
り
絵
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
ひ
し
の
実
き
り
え
の
会
」
を

紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
会
は
平
成
19
年
に
神
埼
市
中
央

公
民
館
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
つ
ま

み
食
い
講
座
」
の
受
講
生
の
中
か
ら
、

以
後
も
継
続
し
た
い
と
の
希
望
が
あ
り

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

会
の
名
称
は
、
市
内
の
ク
リ
ー
ク
で

育
つ
特
産
品
の
「
ひ
し
」
に
ち
な
ん
で

い
ま
す
。
会
員
は
代
表
の
田
中
朝
子
さ

ん
を
含
め
て
５
人
。
原
則
と
し
て
第
２

週
と
第
４
週
の
水
曜
日
の
午
前
中
、
千

代
田
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
制
作
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

切
り
絵
は
黒
と
白
、
黒
と
色
彩
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
魅
力
の
ア
ー
ト
で
、
ど

こ
か
懐
か
し
い
温
も
り
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

制
作
の
手
順
は
、風
景
、植
物
、動
物
、

人
物
な
ど
を
黒
・
白
の
モ
ノ
ク
ロ
画
で

作
成
し
、
黒
の
和
紙
上
に
固
定
、
白
い

部
分
を
デ
ザ
イ
ン
ナ
イ
フ
で
切
り
抜
き

ま
す
。
作
業
は
直
線
や
曲
線
、
細
線
や

太
線
な
ど
を
切
り
抜
き
順
に
従
っ
て
進

め
ま
す
が
、
細
心
の
注
意
を
要
し
、
緊

張
感
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
す
。
切
り
抜

き
が
終
わ
る
と
白
い
台
紙
に
貼
り
、
黒

と
白
だ
け
で
表
現
。
裏
か
ら
色
和
紙
を

貼
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

大
き
い
作
品
は
、
２
～
３
か
月
の
期

間
を
か
け
て
完
成
し
ま
す
。
各
々
毎
年

３
～
４
点
を
作
成
、
文
化
祭
で
発
表
し

て
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
お
り
、

過
去
に
は
佐
賀
市
で
展
覧
会
を
開
催
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

会
員
か
ら
は
、「
友
達
の
輪
を
広
げ

た
い
」「
仲
間
の
作
品
を
見
て
勉
強
し

合
う
」「
常
に
作
品
作
り
を
意
識
し
て

周
囲
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
指
を

使
う
こ
と
で
脳
の
活
性
化
に
な
る
」
な

ど
意
欲
的
な
言
葉
の
一
方
で
、「
光
と

影
の
表
現
が
難
し
い
」「
立
体
感
を
現

す
こ
と
が
う
ま
く
で
き
な
い
」
と
の
苦

労
話
も
あ
り
ま
す
。

　

田
中
さ
ん
は
、
誰
で
も
で
き
る
切
り

絵
の
楽
し
さ
と
完
成
し
た
時
の
喜
び
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
欲
し
い
と
、
会
員

の
増
加
を
願
っ
て
い
ま
す
。

水もれ・つまり・温水器修理
建具・サッシ修理・大工工事
床鳴り・床張り替え
防虫害鳥対策・シロアリ・塗装
クロス・ハウスクリーニング
ペット用造作・リフォーム他
★住宅メンテナンス診断士資格有

㈱光信メンテナンス
℡ 0952-52-9667

神埼町竹2049

http://www.cohshin.com

住まいの事なら 小さなことでも
気軽にご相談ください！ ￥5,000～

介護用手すり
取り付け！

階段、お風呂場、玄関など階段、お風呂場、玄関など

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

ひ
し
の
実
き
り
え
の
会

◎問い合わせ
　田中朝子さん
　☎44-4857

有
料
広
告

有
料
広
告
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�

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

暮
れ
て
行
く
夕
焼
の
空
閉
籠
る

�

藤
山  

初
次

を
か
し
さ
の
夫
い
る
積
り
月
見
酒

�

牟
田
口
則
子

好
き
だ
よ
と
金
木
犀
に
言こ
と

付づ

け
て

�

香
月
富
士
雄

神
無
月
祖
國
日
本
に
帰
り
き
し

�

松
本  

都
子

豊
の
秋
平
野
の
遥
か
普
賢
岳

�

田
原
ひ
よ
子

稜
線
の
切
絵
の
如
し
里
の
秋

�

畑
石　

勝
子

秋
さ
や
か
乳
含
ま
せ
し
母
の
顔

�

井
上　

豊
美

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

花
言
葉
知
っ
た
時
か
ら
恋
だ
っ
た

�

森
崎　

寛
次

家
業
継
ぐ
子
の
め
ざ
ま
し
い
逞
し
さ

�

若
菜　

花
子

老
い
て
み
て
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い

�

吉
村　

民
子

破
る
だ
け
破
っ
て
い
い
よ
障
子
紙

�

田
中　

雅
代

十
八
歳
夢
が
広
が
る
選
挙
権

�

眞
島　

壽
子

水
清
き
所
に
住
ん
で
水
を
買
う

�

佐
藤
久
仁
子

磨
い
て
も
曇
る
め
が
ね
で
生
き
て
い
る

�

眞
島　

永
治

高
島
田
気
丈
な
父
が
号
泣
し

�

古
川　

妙
子

短
歌
〈
神
埼
短
歌
会
〉

ひ
そ
や
か
に
降
る
秋
雨
を
こ
も
り
聞
く

ひ
と
り
の
部
屋
の
昼
の
小
暗
さ

�

城
島　

孝
子

台
風
の
過
ぎ
た
る
空
に
い
わ
し
雲

金
子
み
す
ず
の
詩う
た

の
う
か
び
く
る　
　
　

�

坂
井　

栄
子

素
麺
が
す
る
り
と
咽の
み
ど喉

す
ぐ
る
と
き

夏
さ
や
か
な
る
今
生
に
会
ふ

�

中
原　
　

幸

夜
も
ふ
け
て
ま
く
ら
辺
照
ら
す
月
影
に

今
宵
安
ら
ぐ
秋
の
夜
長
を

�

田
中　

と
代

上じ
ょ
う

弦げ
ん

の
月
を
め
ぐ
り
て
白し

ら

鷺さ
ぎ

の

あ
ま
た
羽
ば
た
き
舞
ひ
つ
つ
あ
そ
ぶ

�

前
山
ツ
タ
エ

い
ざ
な
は
れ
中
島
潔
の
絵
画
展

「
心し
ん

音お
ん・

地じ

獄ご
く

図ず

」の
世
界
に
浸
る

�

納
富　

茂
子

〈
千
代
田
分
会
〉

お
日
様
の
や
う
な
笑
顔
の
ば
あ
さ
ま
に

お
す
そ
わ
け
と
て
貰
ふ
柿
の
実

�

石
田
千
津
代

文
芸
コ
ー
ナ
ー

九
年
庵　

秋
の
一
般
公
開

◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

○
公
開
期
間　

　

11
月
15
日
（
日
）
～
23
日
（
月
・
祝
）（
９
日
間
）

○
開
園
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

○
美
化
協
力
金　

３
０
０
円（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

○
入
園
整
理
券

・
九
年
庵
へ
入
園
す
る
際
は
、
午
前
８
時
頃
か
ら
本

部
テ
ン
ト
で
配
布
す
る
入
園
整
理
券
が
必
要
で

す
。

・
臨
時
の
駐
車
場
は
、
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
臨
時
駐

車
場
を
使
用
し
ま
す
。

・
交
通
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
九
年
庵
の
一
般
公
開
に
伴
い
、
仁
比
山
公
園
の
駐

車
場
は
、
有
料
（
身
体
障
が
い
者
専
用
）
と
な
り

ま
す
。

・
来
園
者
が
多
く
な
り
、
午
後
４
時
ま
で
に
入
園
の

見
込
み
が
た
た
な
い
場
合
は
、
入
園
整
理
券
の
配

布
を
早
め
に
中
止
し
ま
す
。

・
期
間
中
は
、
神
埼

駅
南
口
よ
り
九
年

庵
（
仁
比
山
神
社

前
）
行
き
の
路
線

バ
ス（
昭
和
バ
ス
）

が
増
便
し
て
運
行

さ
れ
ま
す
。〈
１

時
間
に
２
便
、
片

道
３
１
０
円
〉

九
年
庵
一
般
公
開
に
伴
う

「
仁
比
山
温
泉
も
み
じ

の
湯
」
特
別
営
業

◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課

　

高
齢
障
が
い
係　

　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

◆
特
別
営
業
期
間
◆　

　

11
月
13
日
（
金
）
～
25
日
（
水
）

【
11
月
の
休
館
日
】
12
日
（
木
）

※
18
日
（
水
）
は
営
業
し
ま
す
。

　

九
年
庵
一
般
公
開
に
伴
い
、
右

記
期
間
中
は
、
次
の
内
容
に
変
更

し
て
営
業
し
ま
す
。

○
駐
車
場
エ
リ
ア
に
、
九
年
庵
一

般
公
開
の
運
営
本
部
を
設
置
す

る
た
め
、
駐
車
場
の
利
用
が
で

き
ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
公
共
交
通
機
関
、

市
巡
回
バ
ス
等
を
利
用
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
温
泉
利
用
料
は
、
利
用
者
の
居

住
地
を
問
わ
ず
、
大
人
（
高
校

生
以
上
）
３
０
０
円
、
小
・
中

学
生
１
０
０
円
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

※
九
年
庵
の
一
般
公
開
中
は
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
営
業
時
間
】

　

午
前
10
時
～
午
後
９
時　

※
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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